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10
月
26
日（
土
）

■
取
組
状
況

○「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

災
害
と
暮
ら
し
」

　

先
山　

徹
さ
ん（
兵
庫
県
立
大

学
自
然
・
環
境
科
学
研
究
所
）

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
で
の
災

害
復
興
を
示
す
ジ
オ
遺
産
や
人
の

暮
ら
し
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
但
大
震
災（
大
正
14
年
）か
ら

の
復
興
時
に
、
延
焼
を
防
ぐ
た
め

に
、
街
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
造

物
を
配
置
し
た「
火ひ

伏ぶ
せ

壁
」の
取
組

み
な
ど
の
実
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

10
月
26
日
・
27
日
、
城
崎
温
泉
街
な
ど
で
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

国
際
学
術
会
議「
城
崎
会
議
」（
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
学
術
会
議

「
城
崎
会
議
」実
行
委
員
会
主
催
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
自
然
の
恵
み
と
災
害
」を
テ
ー
マ
に
、
国
内
外
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
関

係
者
、
研
究
者
、
ガ
イ
ド
、
市
民
な
ど
約
1
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演（
同
時
通
訳
付
）や
研
究
報
告
、
総
合
討
論
な
ど
が
行
わ
れ
、

ジ
オ
パ
ー
ク
を
通
し
て
防
災
教
育
な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
大
交
流
課
☎
21

－

9
0
1
6

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
学
術
会
議

「
城
崎
会
議
」を
開
催
！

■
基
調
講
演

○「
欧
州
ジ
オ
パ
ー
ク
に
お
け
る

　

自
然
環
境
リ
ス
ク
の
段
階
区
分
」

　

チ
ャ
ラ
ラ
ン
ポ
ス
・
フ
ァ
ソ
ウ

ラ
ス
さ
ん（
ギ
リ
シ
ャ 

プ
シ
ロ

リ
テ
ィ
ス
ジ
オ
パ
ー
ク
）

　

ギ
リ
シ
ャ
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ジ
オ
パ
ー
ク
で
実
施
し
て
い
る
防

災
教
育
の
取
組
み
な
ど
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
移
動
式
の
展
示
や
、

共
通
で
使
え
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

教
材
の
開
発
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
地
震
模
擬
体
験
装

置
や
教
育
用
の
地
震
計
を
使
っ
た

体
験
学
習
の
ほ
か
、
地
震
や
火
山

に
関
す
る
D
V
D
や
テ
ー
ブ
ル

ゲ
ー
ム
な
ど
を
教
材
に
用
い
た
授

業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

○「
ジ
オ
パ
ー
ク
に
お
け
る
自
然

災
害
〜
ベ
ト
ナ
ム
の
保
護
地
域

と
関
連
活
動
」

　

ル
オ
ン
・
テ
ィ
・
チ
ュ
ア
ッ
ト

さ
ん（
ベ
ト
ナ
ム 

ド
ン
バ
ン
・

カ
ル
ス
ト
高
原
ジ
オ
パ
ー
ク
）

　

災
害
に
ま
つ
わ
る
伝
説
や
伝
承

に
よ
る
防
災
教
育
の
取
組
み
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
台
風
な
ど
の
豪
雨

や
川
の
氾
濫
な
ど
、
自
然
災
害
が

多
い
国
で
す
。
地
域
で
語
り
継
が

れ
て
い
る
洪
水
な
ど
の
伝
説
や
伝

承
に
は
、
科
学
的
根
拠
も
含
ま
れ

て
お
り
、
防
災
に
生
か
す
取
組
み

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
と
し
て
、
か
つ
て
竜
が
怒
っ

て
洪
水
を
起
こ
し
た
伝
承
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

■
招
待
講
演

○「
自
然
の
脅
威
:
ジ
オ
パ
ー
ク

▲災害と人の暮らしとの関わりを発表

▲欧州のジオパークでの防災学習の取組
みを発表

▲主催者を代表し、金澤和夫兵庫県副知事のあいさつで
　会議がスタート

▲ベトナムの伝説や伝承による防災教育
を発表
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で
災
害
を
語
る
」

　

中
田
節
也
さ
ん
〔
J
G
C（
※
）

委
員
・
東
京
大
学
地
震
研
究
所
〕

○「
悔
し
さ
と
勇
気
と
知
恵
を
語

り
継
ぎ
、
ジ
オ
を
読
み
解
き
、

備
え
に
つ
な
げ
る
」

　

中
川
和
之
さ
ん（
J
G
C
委

員
・
時
事
通
信
社
）

　

招
待
講
演
で
は
、
自
然
の
恵
み

を
学
び
な
が
ら
、
災
害
を
学
ぶ
重

要
性
が
、
事
例
を
交
え
て
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

ジ
オ
サ
イ
ト（
見
ど
こ
ろ
）を
め

ぐ
る
ツ
ア
ー
を
楽
し
む
中
で
、
防

災
対
策
へ
の
き
っ
か
け
を
学
ぶ
こ

と
な
ど
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

■
研
究
報
告

　

市
内
小
学
校
児
童
、
県
立
豊
岡

高
等
学
校
生
徒
の
学
習
報
告
や
、

三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
の
関
係
者

が
災
害
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
る

取
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

○「
ふ
る
さ
と
再
発
見
！

ジ
オ
パ
ー
ク
に
学
ぼ
う
」

　

太
田
凛り

音の
ん

さ
ん（
田
鶴
野
小
学

校
）、
宇
川
和か
ず

洋ひ
ろ

さ
ん（
竹
野
小

学
校
）、
西
垣
映あ
き

良ら

さ
ん（
清
滝

小
学
校
）

　

玄
武
洞
公
園
、
竹
野
海
岸
、
神

鍋
高
原
の
ジ
オ
サ
イ
ト
の
特
徴
を

調
べ
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

特
に
、
地
質
地
形
と
文
化
、
人
々

の
暮
ら
し
と
の
つ
な
が
り
ま
で
調

べ
た
内
容
は
、
ま
さ
に
ジ
オ
パ
ー

ク
の
本
質
を
突
く
も
の
で
し
た
。

 

玄
武
洞
公
園 

玄
武
岩
が
、
漬
物

石
や
城
崎
温
泉
を
流
れ
る
大お

お

谿た
に

川
の
護
岸
に
使
わ
れ
て
い
る

 

竹
野
海
岸 

か
つ
て
瀬
戸
内
海
と

日
本
海
を
往
来
し
て
い
た
北
前

船
の
寄
港
地
。
地
元
の
相
撲
大

会
へ
の
つ
な
が
り

 
神
鍋
高
原 

神
鍋
山
に
降
っ
た
雨

が
、
山
の
ふ
も
と
で
わ
き
水
と

な
り
、
マ
ス
の
養
殖
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
る

　

ま
た
、
竹
野
海
岸
に
あ
る
甌お

う

穴け
つ（

ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
）は
、
神
鍋
溶

岩
流
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を

通
じ
て
、
3
つ
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を

調
べ
て「
違
う
と
こ
ろ
ば
か
り
だ

と
思
っ
て
い
た
が
、
共
通
点
が
あ
っ

た
」と
の
感
想
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

■
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

会
場
内
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に

つ
い
て
、
防
災
、
保
護
保
全
、
ガ

イ
ド
、
食
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
の
研
究
報
告
が
ポ
ス
タ
ー

と
し
て
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
保
全
で
は
、
県
立
豊
岡
総

合
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ
の
清
掃
活
動
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
前
で
は
内

容
の
意
見
交
換
や
、
参
加
者
同
士

の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
総
合
討
論

　
「
自
然
の
恵
み
と
災
害
」を
テ
ー

マ
に
、
三
田
村
宗む

ね

樹き

さ
ん（
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

学
術
部
会
長
）が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
、
西
村　

肇
さ
ん

（
但
馬
豊
岡
観
光
協
議
会
会
長
）や
、

J
G
C
委
員
、
大
学
教
授
ら
が
熱

い
討
論
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

■
交
流
会

　

会
議
後
は
、
参
加
者
同
士
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
玄

武
洞
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
が
実
施
し
て

い
る「
玄
武
洞
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」

を
見
学
し
ま
し
た
。

※
玄
武
洞
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
11
月

30
日
ま
で

10
月
27
日（
日
）

■
現
地
見
学
会

　

本
会
議
の
テ
ー
マ
を
体
感
す
る

ツ
ア
ー
と
し
て
現
地
見
学
会
を
行

い
ま
し
た
。
国
内
外
の
ジ
オ
パ
ー

ク
関
係
者
や
市
民
の
方
な
ど
、
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
地
ガ
イ
ド
が
、
城
崎
温
泉
や

田た

結い

区
の
北
但
大
震
災
の
復
興
の

歴
史
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

市
街
地
の
震
災
復
興
建
築
群
の

見
学
で
は
、
県
立
豊
岡
高
等
学
校

生
徒
に
よ
る
説
明
が
行
わ
れ
、
国

外
ジ
オ
パ
ー
ク
の
方
に
対
し
て
は

英
語
で
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▲小学生の学習報告

▲研究報告をポスターで掲示

▲総合討論▲玄武洞のライトアップを見学

▲現地見学会（城崎温泉街）

（※）JGC（Japan　Geopark　Committee）:日本ジオパーク委員会の略称。
　　日本でのジオパークの公式認定機関
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平
成
26
年
度
　
幼
稚
園
・
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
児
募
集

市
立
幼
稚
園

　

平
成
26
年
度
の
入
園
申
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象

①
平
成
20
年
4
月
2
日
〜
平
成
21

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
、
市
内

（
園
区
）に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
児
童

②
平
成
21
年
4
月
2
日
〜
平
成
22

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
、
市
内

（
園
区
）に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
児
童

※
た
だ
し
、
②
は
三
江
・
三
方
・

清
滝
幼
稚
園
を
除
く

▽
申
込
方
法　

11
月
下
旬
に
各
家

庭
に
案
内
文
書
を
郵
送
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を

持
参
の
上
、
各
幼
稚
園
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
特
別
の
事
情
で
、
指
定
園
の
変

更
を
希
望
す
る
方
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

11
月
29
日（
金
）〜

12
月
10
日（
火
）

※
土
・
日
曜
を
除
く

※
保
育
の
都
合
上
、
午
後
2
時
か

ら
の
申
込
受
付
で
す
。

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

－

4
4
5
2
ま
た

は
各
市
立
幼
稚
園

保
育
園

　

平
成
26
年
度
の
入
園
申
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。
産
前
・
産
後
休

暇
明
け
、
育
児
休
業
復
帰
な
ど
で
、

年
度
途
中
に
入
園
を
希
望
す
る
方

も
、
こ
の
機
会
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

児
童
で
あ
れ
ば
、
ど
の
地
域
の
保

育
園
で
も
申
し
込
め
ま
す
。
た
だ

し
、
森
本
へ
き
地
保
育
園
は
竹
野

南
小
学
校
区
在
住
の
児
童
の
み
が

対
象
で
す
。

※
平
成
26
年
4
月
に
ア
ー
ト
チ
ャ

イ
ル
ド
ケ
ア
豊
岡
こ
う
の
と
り

保
育
園
が
開
園
し
ま
す
。

※
東
保
育
園
は
平
成
26
年
3
月
末

に
閉
園
し
ま
す
。

※
み
え
保
育
園
は
園
舎
の
工
事
を
行

う
た
め
、
新
規
申
込
者
の
入
園

制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象　

保
護
者
の
労
働
や
病
気

な
ど
で
、
家
庭
内
で
保
育
で
き

な
い
就
学
前
の
児
童（
出
生
前

の
児
童
を
含
む
）

▽
申
込
方
法　

こ
ど
も
育
成
課
、

各
支
所
、
市
内
各
保
育
園
で
配

布
す
る
申
込
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
い
ず
れ
か
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

11
月
29
日（
金
）〜

12
月
20
日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

▽
入
所
決
定　

1
月
下
旬
に
面
接
、

2
月
下
旬
に
入
所
内
定
予
定

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

－

4
4
5
2
ま
た

は
各
保
育
園

認
定
こ
ど
も
園

　

平
成
26
年
度
の
入
園
申
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と

保
育
園
の
役
割
を
併
せ
持
ち
、
小

学
校
就
学
前
の
児
童
に
対
す
る
保

育
や
教
育
、
保
護
者
に
対
す
る
子

育
て
支
援
を
総
合
的
に
提
供
す
る

施
設
で
す
。

※
近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学
附
属

幼
稚
園
は
、
新
た
に
認
可
保
育

園
を
設
立
し
、
平
成
26
年
4
月

か
ら
こ
う
の
と
り
認
定
こ
ど
も

園
に
な
り
ま
す
。

▽
対
象

①
長
時
間
児（
保
育
園
児
）　

保
育

園
の
対
象
児
童
と
同
じ

②
短
時
間
児（
幼
稚
園
児
）　

園
区

に
住
民
登
録
さ
れ
て
お
り
、
入

園
対
象
年
齢
に
該
当
す
る
児
童

▽
申
込
方
法

①
長
時
間
児　

こ
ど
も
育
成
課
、

各
支
所
、
市
内
各
保
育
園
、
市

内
各
認
定
こ
ど
も
園
で
配
布
す

る
申
込
書
類
に
記
入
の
上
、
希

望
の
園
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
短
時
間
児　

11
月
下
旬
に
各
家

庭
に
案
内
文
書
を
郵
送
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
の
方
は
、
各
園
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

11
月
29
日（
金
）〜

12
月
20
日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

※
こ
う
の
と
り
認
定
こ
ど
も
園
の

長
時
間
児（
保
育
園
児
）の
入
園

対
象
・
申
込
方
法
・
申
込
期
間

は
上
記
の
内
容
に
準
じ
ま
す
。

短
時
間
児（
幼
稚
園
児
）に
つ
い

て
は
、
直
接
、
近
畿
大
学
豊
岡

短
期
大
学
附
属
幼
稚
園（
☎
22

－

6
3
6
0
）に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

－

4
4
5
2
ま
た

は
各
認
定
こ
ど
も
園

地域 保　育　園　名 対象年齢

豊岡

〔公立〕西保育園
〔私立〕豊陵保育園 ６カ月～就学前児童

〔私立〕みえ・チャイルドハウス保育園 ３カ月～就学前児童
〔私立〕アートチャイルドケア豊岡こうのとり保育園 ２カ月～就学前児童

竹野〔公立〕森本へき地保育園 ３歳～就学前児童

日高
〔私立〕八代・蓼川・蓼川第二・静修・
　　　  三方保育園 ６カ月～就学前児童

〔公設民営〕清滝・西気保育園
出石〔私立〕出石愛育園・小坂保育園 ４カ月～就学前児童

認定こども園名 対象年齢
長時間児 短時間児

公立

港認定こども園
６カ月～
就学前児童

４・５歳児

八条認定こども園
竹野認定こども園
合橋認定こども園
高橋認定こども園 11カ月～

就学前児童資母認定こども園

私立
城崎こども園 ６カ月～

就学前児童こくふこども園
こうのとり認定こども園 ３カ月～

就学前児童 ３～５歳児
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申
込
期
間
　
11
月
25
日（
月
）

〜
12
月
9
日（
月
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　

保
護
者
の
就
労
な
ど
で
、
放
課

後
留
守
家
庭
と
な
る
児
童
の
健
全

な
育
成
と
、
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

1
年
を
通
し
て
利
用
を
希
望
す

る
方
が
対
象
で
す
。
定
員
に
余
裕

が
あ
る
場
合
は
、
幼
稚
園
児
も
利

用
で
き
ま
す
。

　

育
児
休
業
復
帰
な
ど
で
、
年
度

途
中
か
ら
の
利
用
を
希
望
す
る
方

も
こ
の
期
間
に
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
や
申

　

豊
岡
市
内
で
は
、
企
業
が
求
人

（
従
業
員
の
募
集
）を
し
て
も
、
人

が
集
ま
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

豊
岡
公
共
職
業
案
内
所（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡
）に
よ
る
と
、

豊
岡
市
内
の
有
効
求
人
倍
率
は
、

今
年
９
月
時
点
で
１
・
27
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
求
職
者（
仕
事
を
探

し
て
い
る
方
）1
0
0
人
に
対
し
、

求
人
が
1
2
7
人
あ
る
と
い
う
状

況
で
す（
表
１
）。

込
用
紙
な
ど
は
、
こ
ど
も
育
成
課
、

各
支
所
、
お
よ
び
各
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
置
い
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
の
小
学
校
に
就
学

す
る
放
課
後
留
守
家
庭
児
童
。

　

受
け
入
れ
に
余
裕
が
あ
る
場
合

は
、
幼
稚
園
児（
認
定
こ
ど
も

園
の
幼
稚
園
児
と
、
平
成
24
年

度
以
降
に
2
年
制
保
育
と
な
っ

た
幼
稚
園
の
4
歳
児
を
除
く
）

▽
利
用
時
間　
午
後
6
時
30
分
ま
で

※
幼
稚
園
児
は
午
後
4
時
ま
で

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課

　

☎
29

－

0
0
5
3

〈放課後児童クラブ一覧〉
名　称 開設場所（予定） 名　称 開設場所（予定）

豊岡放課後児童クラブ 豊岡めぐみ幼稚園 竹野放課後児童クラブ 竹野小学校
豊岡第2放課後児童クラブ 豊岡ひかり幼稚園 中竹野放課後児童クラブ 中竹野ふるさと館
八条放課後児童クラブ 八条認定こども園 府中放課後児童クラブ 府中小学校
八条第2放課後児童クラブ 八条小学校 日高放課後児童クラブ 日高小学校
三江放課後児童クラブ 三江幼稚園 日高第2放課後児童クラブ 日高幼稚園
五荘放課後児童クラブ 五荘奈佐幼稚園 静修放課後児童クラブ 静修小学校
五荘第2放課後児童クラブ 旧五荘公民館 三方放課後児童クラブ 三方小学校
田鶴野放課後児童クラブ 田鶴野小学校 弘道放課後児童クラブ 出石幼稚園
新田放課後児童クラブ 新田幼稚園 福住放課後児童クラブ 福住幼稚園
中筋放課後児童クラブ 中筋小学校 小坂放課後児童クラブ 小坂幼稚園
神美放課後児童クラブ 神美幼稚園 小野放課後児童クラブ 小野幼稚園
港東放課後児童クラブ 旧港西幼稚園 寺坂放課後児童クラブ 寺坂幼稚園
港西放課後児童クラブ 旧港西幼稚園 合橋放課後児童クラブ 合橋小学校
奈佐放課後児童クラブ 奈佐小学校 高橋放課後児童クラブ 高橋小学校
城崎放課後児童クラブ 城崎こども園 資母放課後児童クラブ 旧資母幼稚園
※利用希望児童数の関係で開設できない場合があります。

平
成
26
年
度

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
所
者
募
集

豊
岡
市
内
の
企
業
は
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
！

　

こ
の
１
年
間
の
新
規
求
職
者
、

新
規
求
人
者
の
状
況
を
見
て
も
、

求
人
が
大
幅
に
上
回
り
、
企
業
側

か
ら
見
る
と
、
従
業
員
を
募
集
し

て
も
採
用
で
き
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す（
表
２
）。

　

業
種
別
で
は
、
医
療
・
福
祉
、

宿
泊
・
飲
食
関
連
の
求
人
が
多
く

出
て
い
ま
す
。

　
「
働
こ
う
か
な
」と
思
っ
て
い
る

場
合
、
身
近
で「
地
元
に
戻
ろ
う

か
な
」と
考
え
て
い
る
方
が
い
る

場
合
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス（https://

w
w
w
.hellow

ork.go.jp/

）ま
た

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
環
境
経
済
課
経
済
係

☎
21

－

9
0
0
8

〈表１〉有効求人倍率の推移

〈表２〉新規求人数と新規求職者の比較
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■
生
活
道
路
や
家
周
辺
の
除
雪

　

除
雪
路
線
以
外
の
生
活
道
路
や

家
周
辺
は
、
地
域
、
近
隣
の
皆
さ

ん
で
協
力
し
て
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
。

■
道
路
へ
の
排
雪
禁
止

　

家
周
辺
の
雪
を
道
路
に
捨
て
る

と
、
交
通
の
妨
げ
と
な
り
危
険
で

す
の
で
、
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
も
道

路
交
通
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

道
路
の
除
雪
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
！

■
路
上
駐
車
の
禁
止

　

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ

と
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
路
上
駐
車
が
あ

る
場
合
、
車
両
を
傷
付
け
る
危
険

性
が
高
い
た
め
、
そ
の
路
線
の
除

雪
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
原
因
と
な

り
、
皆
さ
ん
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
側
に
置
か
れ
て
い

る
植
木
鉢
や
ご
み
箱
、
看
板
な
ど

は
、
除
雪
作
業
で
破
損
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
撤
去
し
て
く

だ
さ
い
。

■
目
印
ポ
ー
ル
な
ど
の
設
置

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
路
上

か
ら
撤
去
し
た
り
移
動
で
き
な
い

も
の
は
、
積
雪
時
に
も
位
置
が
分

か
る
よ
う
、
目
印
と
な
る
ポ
ー
ル

や
看
板
な
ど
を
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。

■
排
雪
場
所（
豊
岡
地
域
の
み
）

　

雪
は
、
必
ず
次
の
2
カ
所
に
捨

て
て
く
だ
さ
い
。

①
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
付
近

「
あ
や
め
橋
付
近
排
雪
場
」（
4

ト
ン
車
ま
で
の
小
型
車
の
み
）

②
堀
川
橋
東
詰
付
近「
六
方
排
水

機
場
前
河
川
敷
排
雪
場
」

Q
　
除
雪
に
は
ど
の
く
ら
い
の
費

用
が
掛
か
っ
て
い
る
の
?

A
　
昨
年
度
の
除
雪
作
業
費
用
は
、

約
2
億
1
千
万
円
で
し
た
。

　
　

市
が
1
日
で
除
雪
作
業
を
行

う
距
離
は
、
約
7
4
0
キ
ロ
メ
ー 

ト
ル
で
、
こ
れ
は
豊
岡
市
か
ら

岩
手
県
花
巻
市
ま
で
の
直
線
距

離
に
相
当
し
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど

長
大
な
除
雪
路
線
を
、
市
と
委

託
業
者
の
除
雪
機
械
約
1
6
0

台
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

Q
　
除
雪
作
業
を
行
う
条
件
は
?

A　

市
で
は
、
毎
年
12
月
1
日
か

ら
3
月
31
日
ま
で
を
除
雪
期
間

と
定
め
て
い
ま
す
。
積
雪
が
15

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る

と
除
雪
作
業
を
開
始
し
、
一
部

の
地
域
を
除
き
、
お
お
む
ね
午

前
8
時
30
分
ま
で
に
作
業
を
終

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Q
　
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が

A
　
な
る
べ
く
早
く
除
雪
作
業
を

終
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、

市
内
各
地
の
積
雪
の
状
況
や
路

上
駐
車
な
ど
の
影
響
で
、
や
む

を
得
ず
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
　

ま
た
、
断
続
的
に
雪
が
降
っ

て
い
る
場
合
は
、
再
度
の
除
雪

が
必
要
と
な
る
な
ど
、
想
定
外

の
事
態
に
対
応
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

Q
　
道
路
除
雪
に
よ
っ
て
家
の
前

に
雪
の
塊
が
…

A
　
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
道
路
の
交
通
確

保
を
最
優
先
に
除
雪
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
除
雪
作
業
に
関
す
る
問
合
せ
は
、

各
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
願
い

し
ま
す
。

《
問
合
せ
》

　

建
設
課
☎
23

－

1
1
1
5
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
係

《
国
道
・
県
道
の
除
雪
に
関
す
る

問
合
せ
》

　

但
馬
県
民
局
豊
岡
土
木
事
務
所

道
路
第
2
課
☎
26

－

3
7
5
3

　

今
年
も
間
も
な
く
雪
の
降
る
季
節
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、
道
路

交
通
の
確
保
を
優
先
す
る
た
め
、
幹
線
道
路
や
通
学
路
な
ど
を
あ
ら

か
じ
め
除
雪
路
線
と
定
め
、
積
雪
が
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な

る
と
早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

除
雪
作
業
Q
&
A
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「
障
害
者
週
間
」は
、
障
害
の
あ

る
方
の
福
祉
に
つ
い
て
、
国
民
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

障
害
の
あ
る
方
が
社
会
、
経
済
、

文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
平
成
16
年
に
障
害
者
基
本
法

で
従
来
の
障
害
者
の
日（
12
月
9

日
）に
代
わ
り
、設
け
ら
れ
ま
し
た
。

▽
期
間　

12
月
3
日
〜
9
日

　

こ
の
期
間
を
中
心
に
国
、
地
方

公
共
団
体
、
関
係
団
体
な
ど
が
、

毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
意
識
啓
発
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
行
政
・
関
係
団
体

な
ど
が
障
害
者
週
間
に
合
わ
せ
て
、

イ
ベ
ン
ト
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
普
及
啓
発
活
動
の

成
果
と
し
て
、
制
度
や
サ
ー
ビ
ス

が
広
ま
り
、
本
市
で
も
障
害
者
福

祉
の
支
援
体
制
が
序
々
に
整
い
つ

つ
あ
り
ま
す
。
一
方
、
複
雑
・
多

様
化
す
る
障
害
者
、
家
族
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
が
抱
え
る
課
題
・

ニ
ー
ズ
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

12
月
3
日
か
ら
9
日
は「
障
害
者
週
間
」で
す

障
害
者
週
間
と
は

地
域
課
題
に
取
り
組
む

障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

◆
一
般
の
部

あ
り
が
と
う
一
緒
に
暮
ら
す
も
の

た
ち
へ　
　
　
　
（
指
野
友
里
子
）

断
捨
離
と
網
引
き
を
す
る
勿
体
な

い　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
竹
艶
）

お
茶
漬
け
は
一
粒
た
り
と
逃
が
さ

ん
ぞ　
　
　
　
　
　
（
佐
竹
幸
夫
）

そ
ん
な
に
も
必
要
で
す
か
?
買
い

置
き
は　
　
　
　
（
佐
藤
千
恵
子
）

捨
て
る
な
ら
恵
み
に
感
謝
愛
の
手

を　
　
　
　
　
　
　
（
佐
野
秀
晃
）

口
癖
は
も
っ
た
い
な
い
が
母
の
常

　
　
　
　
　
　
　
　
（
沢
田
正
司
）

増
税
も
も
っ
た
い
な
い
で
乗
り
切

ろ
う　
　
　
　
　
　
　
　
（
亮
月
）

オ
ン
と
オ
フ
う
ま
く
使
っ
て
エ
コ

ラ
イ
フ　
　
　
　
　
（
櫛
田
賢
治
）

妻
に
言
う
愛
の
言
葉
が
も
っ
た
い

な
い　
　
　
　
　
　
（
島
立
隆
男
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

も
っ
た
い
な
い
段
々
み
ん
な
口
ぐ

せ
に　
　
　
　
　
　
（
苫
田
理
瑚
）

母
か
ら
子
つ
な
ぐ
思
い
出
物
と
と

も
に　
　
　
　
　
　
（
み
ー
ご
ん
）

皿
洗
い
水
出
た
ま
ま
じ
ゃ
お
金
減

る　
　
　
　
　
　
　
（
中
島
有
紀
）

い
り
ま
せ
ん
そ
の
ひ
と
こ
と
で
エ

コ
活
動　
　
　
　
　
（
中
田
若
那
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

　

本
市
で
は
、
地
域
で
の
障
害
福

祉
に
関
係
す
る
方
が
連
携
し
て
、

課
題
や
支
援
体
制
な
ど
の
協
議
を

行
う
た
め
、
豊
岡
市
障
害
者
自
立

支
援
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た

（
平
成
22
年
）。

　

協
議
会
は
全
体
会
議
と
運
営
会

議
で
構
成
さ
れ
、
相
談
支
援
事
業

者
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、

関
係
行
政
職
員
な
ど
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
全
体
会
議
は
年
2

回
、
運
営
会
議
は
原
則

月
1
回
行
っ
て
い
ま
す
。

運
営
会
議
で
は
地
域
の

課
題
や
ニ
ー
ズ
別
に
グ

ル
ー
プ
を
編
成
し
、
課

題
の
分
析
、
検
討
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は「
普
及
啓
発
グ

ル
ー
プ
」「
こ
ど
も
グ

ル
ー
プ
」「
就
労
グ
ル
ー

プ
」「
地
域
移
行
グ
ル
ー

プ
」の
四
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
誰
も
が

支
え
合
う
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
障

害
者
自
立
支
援
協
議
会

（
社
会
福
祉
課
障
害

福
祉
係
内
）

　

☎
24

7
0
3
3

▲昨年度「防災グループ」が作成した災害
時安心ファイル

での啓発

自立支援協議会便りの発行

障害者週間事業
『ええからいっぺん相談してみんせえなぁ

～こころとからだの悩み相談会～』
と　き　　12月12日（木）午後１時～５時
ところ　　総合健康ゾーン健康福祉施設（立野町）
対　象　　市民、市内に通学・通勤している方
相談料　　無料　
定　員　　15組程度　※事前申込み必要
申込み・問合せ　　社会福祉課障害福祉係
　　　　　　　　　☎24-7033
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健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

　

健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

が
始
ま
り
、
1
年
が
経
過
し
ま
し

た
。

　

西
花
園
区
・
下
陰
区
・
桑
野
本

区
・
岩
中
区
で
は
、
週
1
回
、
区

の
会
館
な
ど
で
玄
さ
ん
元
気
教
室

を
開
催
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

玄
さ
ん
元
気
教
室
参
加
者
の
1

年
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
・
身
体

計
測
で
は
、
身
体
活
動
量
が
増
加

し
、
体
格
が
適
正
に
な
り
、
腹
囲

が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

血
液
検
査
で
は
、
糖
尿
病
の
指
標

（
空
腹
時
血
糖
・H

O
M

A
-R

）や

H
D
L

（
善
玉
）コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
改
善
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
動
く
の
が
と
て
も
楽
に
な
っ
た
」

「
地
域
の
な
か
で
共
通
の
話
題
が

で
き
た
」「
顔
見
知
り
が
増
え
た
」

な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、
健
康
づ
く

り
の
輪
が
地
域
に
広
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。玄

さ
ん
元
気
教
室

　

健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、「
玄
さ
ん

元
気
教
室
」と
し
て
、〝
健
康
づ
く

り
を
中
心
と
し
た
区
・
団
体
で
の

自
主
活
動
〞
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

▽
開
催
頻
度　

週
1
回

▽
内
容　
「
元
気
も
ん
体
操
」、
体

力
測
定
、
健
康
講
話
な
ど

【
元
気
も
ん
体
操
と
は
?
】

　

熊
本
大
学
教
授
の
都つ

づ
く竹

茂
樹
さ

ん
監
修
で
作
成
し
た
、
ス
ロ
ー
筋

ト
レ
を
中
心
と
し
た
豊
岡
市
独
自

の
体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

若
者
で
も
、
高
齢
者
で
も
、
普

段
運
動
し
て
い
る
方
で
も
、
今
か

ら
運
動
を
始
め
る
方
で
も
、
体
力

に
合
わ
せ
て
行
え
、
ま
た
効
果
が

期
待
で
き
る
体
操
で
す
!

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、〝
元
気

も
ん
体
操
〞
の
一
部
を
視
聴
で

き
ま
す
。

実
施
区
・
団
体
が
拡
大
中
!

　

市
で
は
、
区
の
会
館
な
ど
身
近

な
と
こ
ろ
で
開
催
す
る「
玄
さ
ん

元
気
教
室
」を
、
全
市
に
拡
大
し

て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
新
た
に
九

つ
の
区
・
団
体
が
こ
の「
玄
さ
ん

元
気
教
室
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
11
月
か
ら
三
つ
の
区
・
団

体
が
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

活
動
を
応
援
し
ま
す
!

・
自
主
活
動
に
必
要
な
体
操
の

D
V
D
や
ミ
ニ
ボ
ー
ル
、
自
動

血
圧
計
な
ど
を
貸
し
出
し
ま

す
!

・
6
カ
月
間
に
8
回
程
度
、
保
健

師
・
栄
養
士
・
健
康
ま
ち
づ
く

り
指
導
員
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
を

派
遣
し
ま
す
!

区
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
!

　
「
玄
さ
ん
元
気
教
室
」の
参
加

区
・
団
体
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。「
区
の
み
ん
な
に
も
っ
と
健
康

に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」「
区
で
何
か

取
り
組
ん
で
、
盛
り
上
げ
た
い
」、

そ
ん
な
区
や
団
体
は
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

※
行
政
区
以
外
で
も
、
既
存
の
グ

ル
ー
プ
や
10
人
以
上
の
団
体
で

あ
れ
ば
、
応
募
可
能
で
す
。

※
開
始
希
望
月
の
2
カ
月
前
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み　

健
康
増
進
課
成
人
保

健
係　

☎
24

1
1
2
7

〜
健
康
づ
く
り
を
す
す
め
る
地
区

活
動
を
区
民
み
ん
な
で
盛
り
上
げ

よ
う
〜

健
康
づ
く
り
を
す
す
め
る
地
区
活
動

　

各
行
政
区
・
校
区
な
ど
で
も
区

長
・
健
康
推
進
員
を
中
心
に
自
主

的
に
健
康
づ
く
り
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

歩
キ
ン
グ
・
運
動
教
室
・
調
理

実
習
・
健
康
講
話
な

ど
、
楽
し
く
健
康
づ

く
り
が
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
が
た
く
さ
ん
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
場
所
で
の
健
康
づ
く
り

に
参
加
し
、
健
康
づ
く
り
を
す
す

め
る
地
区
活
動
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

健
康
増
進
課
健
康
増

進
係
☎
24

1
1
2
7

▲元気もん体操の様子

▲玄さん元気教室の様子

人

2.0㎝減 3.4mg/dl改善

西花園区、下陰区、
桑野本区、岩中区

いきいき教室（城崎地域）、船町区、
片間ふれあいいきいきサロン（出石地域）、
如布らくらく体操教室（但東地域）、
日野辺区、愛とーぷ体操教室（豊岡地域）、
昭和体操クラブ（但東地域）、
立野玄さん元気教室（豊岡地域）、
虫生くらぶ（但東地域）

健
康
づ
く
り
で
、
人
・
む
ら
・
ま
ち
を
元
気
に
！



今日からできる  健康への第一歩  ～エネルギー編～
食で健康づくりを応援②

皆さんにとって「食」とはどのようなものですか？
健康づくりに役立つ食のコラムを3回シリーズでお知らせします。《問合せ》健康増進課☎24－1127

《作り方》
①煮干しを水から煮てだしをとる
②レタスは食べやすい大きさにちぎる。エノキは3等分、ニラは
3cmの長さに切る
③ワカメは水でもどして水気をしぼる
④煮干だし300ccでエノキ・ワカメ・レタス・ニラをさっと煮て、最
後にみそを溶き入れて火を止める

材　料　（２人分）
水 2カップ
煮干し 10g
レタス 1/3個
エノキ 1/2袋
乾燥ワカメ 2g　　
ニラ 1/4束
みそ 11～12g
 （小さじ2）

レタスとニラのみそ汁

1人分当たり
エネルギー33kcal、塩分0.9g

～おすすめポイント～
たっぷり野菜で低エネルギーでも満足

低エネルギーでボリューム
たっぷりメニューの紹介

エネルギーを取り過ぎていませんか? エネルギーを減らす5つのポイント

まずは食べ過ぎを防ぎ、
自分の体重を管理しましょう!

　　日本人の糖尿病の約9割を占める2型糖尿病は、食
べ過ぎや運動不足などによってインスリンの働きが悪く
なることで起こります。

①1日3食規則正しく、主食・主菜・副菜をそろえた食事に
する
②蒸す・網焼き・煮るなど油を使わない調理方法を選ぶ
③肉の脂身を取り除く、ノンオイルの調味料を選ぶ
④野菜・海藻・きのこ類を使った料理を1日小鉢5皿分、目
標にとる（かぼちゃ・いも類はとり過ぎない）
⑤飲み物は糖分・脂肪分の入ってないお茶や水を選ぶ

　

広報とよおか　2013.11.259

　

今
夏（
6
月
20
日
〜
7
月
10

日
）、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
実
施
し
た「
豊
岡
の
ホ
タ
ル

調
査
」の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

調
査
の
呼
び
掛

け
に
対
し
、
市
内

各
地
か
ら
61
件

（
1
0
7
カ
所
）の

調
査
結
果
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
毎
日
調
査
し
て
く
れ

た
姉
妹
や
、
偶
然
出
会
っ
た
小
学

生
の
調
査
隊
と
合
同
調
査
を
し

た
市
民
の
方
、
近
所
の
方
と
ホ

タ
ル
の
思
い
出
話
を
し
な
が
ら

調
査
し
た
方
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
調
査
を
し
た
小
学
生
な

ど
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
調
査
票
に

い
ろ
い
ろ
な
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
回
報
告
い
た
だ
い
た
範
囲

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
内
に

は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
ホ
タ
ル

が
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
市

は
、
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
身

近
な
生
き
も
の
を
対

象
に
し
た
市
民
調
査

を
行
い
、
市
内
の
生

き
も
の
の
情
報
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
地
域
内
の
つ
な
が
り
を
高

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

　

☎
21

9
0
1
7

平
成
25
年

ホ
タ
ル
調
査
の
結
果
を

報
告
し
ま
す
！

▼こんなふうにまとめた方も！

調査期間：平成25年6月20日～7月10日
調査箇所：107カ所
報告件数：61件
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日
本
年
金
機
構
で
は
、「
年
金
記

録
問
題
」の
解
消
に
向
け
て
、「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」な
ど
を
送
付
し

年
金
記
録
の
確
認（
年
金
記
録
の

持
ち
主
探
し
）を
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ

に
全
国
で
約
2
1
3
4
万
件
の
持

ち
主
が
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

記
録
漏
れ
が
見
つ
か
り
年
金
額

が
増
え
た
方
が
あ
り
ま
す
。
あ
な

た
の
年
金
記
録
は
も
ち
ろ
ん
、
あ

な
た
の
父
母
、
祖
父
母
な
ど
既
に

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
の
年
金

記
録
に
つ
い
て
も
、
ぜ
ひ
、
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
金
記
録
に「
漏
れ
」や「
誤
り
」

が
あ
る
の
で
は
と
気
付
い
た
方
は
、

豊
岡
年
金
事
務
所
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
年
金
記
録
が
見
つ
か
っ
た
例

・
若
い
頃
に
勤
め
て
い
た
記
録

・
結
婚
前
の

旧
姓
で
登

録
さ
れ
て

い
た
記
録

・
名
前
の
読

み
方
が
誤
っ
て
登
録
さ
れ
て
い

た
記
録

　

平
成
25
年
9
月
ま
で
の
年
金
額

は
、
平
成
12
〜
14
年
度
に
か
け
て

物
価
下
落
に
か
か
わ
ら
ず
、
年
金

額
を
据
え
置
い
た
こ
と
で
、
本
来

の
水
準
よ
り
も
2
・
5
パ
ー
セ
ン

ト
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
24
年
の
法
律
改
正
で
、
平
成

25
年
10
月
、
平
成
26
年
4
月
お
よ

び
平
成
27
年
4
月
に
段
階
的
に
高

い
水
準
を
解
消
す
る
こ
と
で
、
年

金
財
政
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に

将
来
受
給
者
と
な
る
若
い
世
代
に

も
考
慮
し
て
、
世
代
間
の
公
平
が

図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
平
成
25
年
10
月
分
以

降
の
年
金
額
は
、
4
月
か
ら
9
月

ま
で
の
額
か
ら
1
パ
ー
セ
ン
ト
の

減
額
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平

成
26
年
4
月
に
1
パ
ー
セ
ン
ト
減

額
、
平
成
27
年
4
月
に
0
・
5

パ
ー
セ
ン
ト
減
額
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

　

改
定
後
の
年
金
額
の
お
知
ら
せ

（
は
が
き
）は
、
12
月
13
日
の
支
払

通
知
と
一
体
と
な
っ
た
も
の
で
、

12
月
4
〜
7
日
の
期
間
に
順
次
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金
受
給
者

宛
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

・
転
職
、
転
勤
し
た
と
き
新
た
な

番
号
で
登
録
さ
れ
て
い
た
記
録

　

年
金
記
録
が
手
元
に
な
い
と
き

は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
日
本
年
金
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」の
利
用
登
録
を
行
う
と
、

24
時
間
い
つ
で
も
最
新
の
年
金
記

録
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
登
録
を
行
う
と
ユ
ー
ザ
ー

I
D
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
を
利

用
し
て
い
な
い
方

は
、
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
後
日
郵

送
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
岡
年
金
事
務
所
や
市

役
所
市
民
課
・
各
支
所
市
民
福
祉

係
の
窓
口
で
も
申
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
申
込
み
の
際
は
、

下
記「
豊
岡
年
金
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ
」欄
Ⓐ
の
と
お
り
、
身

分
証
明
な
ど
の
準
備
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0

－

0
5
8

－

5
5
5 

0
5
0
、0
7
0
で
始
ま
る
電

話
の
方
は

☎
03

－

6
7
0
0

－

1
1
4
4

《
受
付
時
間
》

　

平
日　

午
前
9
時
〜
午
後
8
時
、

第
2
土
曜
日　

午
前
9
時
〜
午

後
5
時

※
祝
日（
第
2
土
曜
日
を
除
く
）、

12
月
29
日
〜
1
月
3
日
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

所
得
が
少
な
い
、
失
業
中
で
あ

る
な
ど
の
事
情
で
保
険
料
が
未
納

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

　

本
人
の
申
請
で
保
険
料
の
納
付

が「
免
除
」ま
た
は「
猶
予
」さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
・
猶
予
の
承
認
を
受
け
る

に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
、
失
業

に
伴
う
申
請
に
は「
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
」な
ど
の
添
付
書
類

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
平
成
25
年
7
月
か
ら

平
成
26
年
6
月

ま
で
の
保
険
料

に
つ
い
て
、
受

け
付
け
て
い
ま

す
。

　

申
請
窓
口
は
市
役
所
市
民
課
お

よ
び
各
支
所
市
民
福
祉
係
で
す
。

添
付
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
事
前

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
10
月
分
か
ら

年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

あ
な
た
の
年
金
記
録

も
う
一
度
ご
確
認
を

保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す

年
金
記
録
の
確
認
は

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」が
便
利

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

Ⓐ
お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

●
12
月
7
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
12
月
2
日（
月
）・
9
日（
月
）・

16
日（
月
）・
24
日（
火
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

支
所
市
民
福
祉
係

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ
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フ
ェ
や
城
崎
の
旅
館
・
温
泉
施
設

な
ど
で
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
国
・
中
国
・
近
畿
で
展

開
し
て
い
る
若
い
世
代
に
人
気
の

生
協「
コ
ー
プ
自
然
派
」で
も
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

̶「
お
米
め
ん
」の
味
や
価
格
は
?

　

価
格
は
、
2
人
前
で
4
0
0
円

程
度
で
す
。
打
ち
立
て
の
麺
を
、

す
ぐ
袋
に
詰
め
て
販
売
し
て
い
る

̶

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
米
を

使
用
し
た
米
粉
、
米
め
ん
な
ど

を
開
発
し
た
き
っ
か
け
は
?

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
環
境
経
済
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム（
※
注
）の
課
題
の
一
つ

に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
餌
場
を
増
や

す
た
め
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農

法
」を
さ
ら
に
拡
大
し
、
生
産
物

を
加
工
販
売
し
て
利
益
を
上
げ
る

こ
と
で
、
環
境
と
経
済
を
循
環
さ

せ
る
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
考
案
し
た
の
が
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
を

使
用
し
た
米
粉
と「
お
米

め
ん
」で
す
。

̶

販
売
状
況
は
?

　

米
粉
は
、
市
内
の
飲
食

店
で
、
パ
ン
や
菓
子
に
使

用
さ
れ
て
お
り
、
好
評
で

す
。

　
「
お
米
め
ん
」は
、
土
産

用
と
し
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

本
舗
と
た
じ
ま
ん
ま
で
販

売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
カ

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

丸
萬
中
源
株
式
会
社（
上
佐
野
）

̶

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
米
を
使
用
し
た
お
米
め
ん
な
ど
の
販
売

̶

企業紹介

た
め
、
米
の

豊
か
な
風
味

が
楽
し
め
ま

す
。

　

食
べ
方
は
、

そ
う
め
ん
の
よ
う
に
だ
し
に
つ
け

て
食
べ
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、

パ
ス
タ
な
ど
に
し
て
食
べ
て
も
お

い
し
い
で
す
。

̶
今
後
の
展
開
は
?

　

現
在
、
新
製
品
と
し
て
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
お
米
を
使
っ
た
米
麹こ

う
じ

や
、
こ
れ
を
使
用
し
た
ス
ル
メ
イ

カ
の
麹
漬
け
、
但
馬
の
食
材
を
使

っ
た「
塩
こ
う
じ
カ
レ
ー
」を
開
発

中
で
す
。

　

ま
た
、「
お
米
め
ん
」は
、
製
法

を
改
善
し
、
低
コ
ス
ト
で
製
造
で

き
る
よ
う
に
、
製
造
メ
ー
カ
ー
と

共
同
研
究
し
て
い
ま
す
。
1
人
前

1
0
0
円
〜
1
5
0
円
程
度
で
の

販
売
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎
23

7
2
2
2

　

http://w
w
w
.

　

m
arum

annakagen.com
/

（
※
注
）コ
ウ
ノ
ト
リ
環
境
経
済
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
…
豊
岡
の
地
に
根

ざ
し
た
環
境
と
経
済
が
共
鳴

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
企
画
・
立
案
・

支
援
お
よ
び
そ
の
実
施
な
ど
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
組
織

○37

　
「
事
業
承
継
」は
、

開
始
か
ら
完
了
ま
で

に
5
〜
10
年
間
が
必

要
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

長
い
期
間
が
必
要
な
事
業
承
継

の
基
本
的
な
手
順
と
し
て

①
事
業
承
継
対
策
の
重
要
性
…
経

営
者
が
事
業
承
継
の
計
画
的
取

組
み
の
必
要
性
を
認
識
す
る
。

②
現
状
の
把
握
…
会
社
の
現
状

（
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
）、
経
営

者
の
資
産
な
ど
の
現
状
、
後
継

者
候
補
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。

③
事
業
承
継
の
方
法
・
後
継
者
を

確
定
す
る
。

↓
親
族
内
承
継
、
外
部
・
従
業
員

ら
へ
の
承
継
、
M
&
A（
買
収
・

合
併
）

④
事
業
承
継
計
画
の
作
成
…
中
長

期
の
経
営
計
画
に
事
業
承
継
の

時
期
、
具
体
的
な
対
策
を
盛
り

込
ん
だ
も
の
。

⑤
関
係
者
の
理
解
、
後
継
者
教
育
、

株
式
保
有
状
況
の
把
握（
法
人

の
み
）な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
承
継
を
短
期
間
で
実
現
さ

せ
る
に
は
無
理
困
難
が
生
じ
ま
す
。

事
業
承
継
は
、
会
社
を
設
立
し
た

と
き
か
ら
始
ま

る
と
い
わ
れ
ま

す
。
会
社
を
経

営
し
て
い
る
限

り
、
後
継
者
問

題
は
必
ず
起
こ
る
も
の
で
す
。
経

営
だ
け
で
な
く
事
業
承
継
を
認
識

す
る
事
も
経
営
者
の
資
質
で
あ
る

と
考
え
、
事
業
承
継
の
重
要
性
を

深
く
認
識
し
ま
し
ょ
う
。
た
と
え

手
順
通
り
で
な
く
て
も
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
無
理
な
く
一
つ
一
つ

問
題
を
ク
リ
ア
す
る
事
が
、
事
業

承
継
を
成
功
さ
せ
る
事
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

事
業
承
継
問
題
で
悩
ん
で
い
る

方
は
、
ま
ず
は「
豊
岡
市
事
業
承

継
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

 

【
豊
岡
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
】

　

後
継
者
問
題
に
よ
る
廃
業
を
防

ぎ
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24
年
11

月
に
設
置
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
事
業
承
継
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
環
境
経
済
課
内
）

　

☎
23

4
4
8
0

　
事
業
承
継
を
考
え
る
　
⑧

　
　
事
業
承
継
の
手
順
に
つ
い
て

▲お米めん〔（上）だし付、（下）麺のみ〕



　

市
民
の
健
康
行
動
へ
の
き
っ
か

け
づ
く
り
と
運
動
習
慣
の
定
着
、

さ
ら
に
仲
間
づ
く
り
の
た
め
、
12

の
歩
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
紹
介
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
と
よ
お
か
歩
キ

ン
グ
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
マ
ッ
プ
の
完
成
に

合
わ
せ
て
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
付
与

な
ど
の
特
典
が
あ
る
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
11
月
か
ら
来
年
10
月
ま

で
実
施
し
ま
す
。

　

10
月
28
日
、
災
害
時
に
お
け
る

相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
を
、
市

内
27
郵
便
局
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
郵
便
局
を
代
表
し
て
、

植
村
耕
作
豊
岡
郵
便
局
長
と
中
貝

市
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

《
協
定
の
内
容
》

■
郵
便
局

1　

郵
便
物
の
配
達
な
ど
の
業
務

を
通
じ
て
知
り
得
た
、
災
害
に

よ
る
道
路
等
の
損
害
状
況
な
ど

の
情
報
を
市
に
提
供

2　

郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
広
報
活
動

3　

避
難
所
な
ど
に
お
け
る
臨
時

の
郵
便
差
出
箱
の
設
置　

な
ど

■
市

　

救
援
荷
物
の
区
分
・
保
管
の
た

め
に
必
要
な
場
所
や
資
材
な
ど
を

提
供　

な
ど

　

10
月
29
日
、
俳
優
の
紺
野
美
沙

子
さ
ん
を
招
き
、
志
賀
直
哉
城
崎

温
泉
来
訪
1
0
0
周
年
記
念
事
業

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

《
第
1
部
》紺
野
美
沙
子
さ
ん
に
よ

る「
城
の
崎
に
て
」の
朗
読
会

　

紺
野
さ
ん
が
、「
城
の
崎
に
て
」

の
朗
読
を
、
城
崎
小
学
校
5
・
6

年
生
や
城
崎
中
学
校
全
生
徒
、
保

護
者
を
対
象
に
、
城
崎
中
学
校
多

目
的
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
校
生
徒
が「
わ
が
ま

ち
・
わ
が
ふ
る
さ
と
」と
題
し
た
作

文
を
発
表
し
ま
し
た
。
紺
野
さ
ん

は
作
文
の
感
想
を
述
べ
、
生
徒
た

ち
に
命
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

《
第
2
部
》紺
野
美
沙
子
さ
ん
と
城

崎
を
語
る
会

　

城
崎
温
泉
街
の
旅
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

紺
野
さ
ん
が「
城
の
崎
に
て
」の

あ
ら
す
じ
を
語
り
、「
本
を
読
む
こ

と
も
朗
読
も
想
像
力
が
い
り
ま
す
。

想
像
力
は
自
分
以
外
の
第
三
者
を

思
い
や
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
同
実
行
委
員
の
西
村

肇
さ
ん
の
司
会
進
行
で
、
紺
野
さ

ん
と
中
貝
市
長
が
対
談
し
ま
し
た
。

紺
野
さ
ん
は
城
崎
温
泉
の
印
象
な

ど
を
話
し
、
中
貝
市
長
は
城
崎
温

泉
が
守
り
、
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

志
賀
直
哉
城
崎
温
泉
来
訪
１
０
０
周
年
記
念
事
業

紺
野
美
沙
子
さ
ん
に
よ
る「
城
の
崎
に
て
」の
朗
読
会
＆

紺
野
美
沙
子
さ
ん
と
城
崎
を
語
る
会
開
催

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
10
月
】

17
日
・
第
2
期「
豊
岡
エ
コ
バ
レ

ー
・
山
宮
地
場
ソ
ー
ラ
ー
」

竣
工
式

18
日
・
市
政
懇
談
会（
豊
岡
、28
日・

日
高
、29
日
・
竹
野
、11
月

11
日
・
但
東
、12
日
・
出
石
）

19
日
・
K
T
R
豊
岡
市
民
号

20
日
・
台
風
23
号
メ
モ
リ
ア
ル
事

業「
防
災
学
習
会
」

27
日
・
豊
岡
市
議
会
議
員
選
挙

（
28
日・当
選
証
書
付
与
式
）

28
日
・
災
害
時
相
互
協
力
協
定
を

郵
便
局
と
締
結

　
　

・「
植
村
直
己
冒
険
賞
」受
賞

者
竹
内
洋
岳
さ
ん
講
演
会

　
　
　
（
〜
30
日
）

【
11
月
】

1
日
・
豊
岡
市
美
術
展（
〜
5
日
）

4
日
・
Ｗ
Ｔ
Ｍ（w

orld travel 
m

arket

）2013

出
展（
〜

7
日
・
ロ
ン
ド
ン
）

5
日
・
永
楽
館
歌
舞
伎（
〜
10
日
）

8
日
・
台
風
26
号
被
災
地
伊
豆
大

島
へ
の
義
援
金
募
集（
〜

12
月
9
日
）

9
日
・
生
物
多
様
性
ミ
ニ
フ
ォ
ー

ラ
ム

　
　

・
第
2
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生

復
帰
検
証
委
員
会

10
日
・
生
物
多
様
性
全
国
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ

▲生徒から、麦わら細工の
ブローチを贈られ、感激
する紺野美沙子さん

▲紺野美沙子さん（左）と
中貝市長の対談

▲協定書に署名する植村豊岡
郵便局長（右）と中貝市長▲｢とよおか歩キングマップ｣

〜
市
民
の
健
康
づ
く
り
、仲
間
づ
く
り
の
た
め
に
〜

「
と
よ
お
か
歩あ

る

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」作
成
＆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
施

〜
災
害
時
の
情
報
収
集
・
発
信
に
貢
献
〜

災
害
時
に
お
け
る
相
互
協
力
協
定
を
郵
便
局
と
締
結
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園
遊
会
に
招
か
れ
ま
し
た
。

　

約
2
千
人
の
参
加
者
が
、
赤
坂

御
苑
の
池
の
周
り
に
ず
ら
っ
と
並

び
ま
す
。
そ
の
前
を
皇
族
方
が
歩

い
て
い
か
れ
ま
す
。そ
の
列
に
、卵

を
飲
み
込
ん
だ
ヘ
ビ
の
お
腹
の
よ

う
に
膨
ら
ん
で
い
る
場
所
が
あ
り

ま
す
。
長
嶋
茂
雄
さ
ん
た
ち
、
今

回
の
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
が
最
前
列
に

お
ら
れ
る
場
所
で
、
何
重
に
も
人

垣
が
で
き
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や

新
聞
、
雑
誌
の
カ
メ
ラ
も
集
中
し

て
い
ま
す
。
映
る
な
ら
そ
こ
で
す
。

　

招
か
れ
た
の
は
市
民
の
皆
さ
ま

の
お
か
げ
で
す
。
来
て
い
る
こ
と

を
お
知
ら
せ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。後
列
で
カ
メ
ラ
と
長
嶋
さ
ん

を
結
ぶ
延
長
線
上
に
陣
取
り
ま
し

た
。
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、

画
面
の
端
の
方
に
チ
ラ
リ
と
映
っ

て
い
ま
し
た
。
作
戦
成
功
で
す
。

　

が
、
そ
こ
に
居
た
ま
ま
で
は
、

陛
下
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
陛

下
が
歩
か
れ
る
順
路
の
最
後
尾
に

移
動
し
ま
す
。
そ
こ
は
、
人
は
ま

ば
ら
で
す
。
そ
の
こ
と
を
8
年
前
、

大
水
害
の
後
に
招
か
れ
た
際
、
偶

然
発
見
し
ま
し
た
。

　

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
お
越
し

に
な
り
ま
し
た
。
陛
下
は
私
の

名
札
を
ご
覧
に
な
り
、「
あ
、
豊

岡
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
で
す
ね
」「
は

い
、
今
78
羽
が
空
を
飛
ん
で
い
ま

す
」「
そ
れ
は
良
か
っ
た
で
す
ね
」

　

皇
太
子
さ
ま
が
お
越
し
に
な
り

ま
し
た
。
名
札
を
ご
覧
に
な
り
、

「
水
害
が
あ
り
ま
し
た
ね
」

　

9
年
前
の
こ
と
を
覚
え
て
お
ら

れ
ま
し
た
。「
は
い
、
今
は
す
っ
か

り
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
伊
豆
大

島
は
他ひ

人と

事ご
と

と
は
思
え
ま
せ
ん
」

　

秋
篠
宮
さ
ま
は
、
中
貝
を
見
つ

け
て「
お
っ
」と
い
う
感
じ
で
、「
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
会
議
は
来
年
で
し
た

ね
」「
は
い
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
」「
で
き
れ
ば
」

　

秋
篠
宮
妃
紀
子
さ
ま
は
、
目
が

合
う
と「
お
久
し
ぶ
り
で
す
」と
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
今

年
は
小
学
校
の
校
庭
で
生
ま
れ
た

ヒ
ナ
が
巣
立
ち
ま
し
た
。
運
動
会

の
綱
引
き
の
と
き
に
は
、
上
空
を

く
る
く
る
回
り
ま
し
た
」「
コ
ウ
ノ

ト
リ
も
参
加
し
た
の
で
す
ね
。
子

ど
も
た
ち
も
喜
ん
だ
で
し
ょ
う

ね
」

　

豊
岡
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、

市
長
も
妻
も
、
大
喜
び
で
し
た
。

　

10
月
26
日
、
旧
三
原
小
学
校
で
、

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
モ
デ

ル
地
区
の
三
原
区（
竹
野
地
域
）が

三
世
代
交
流
事
業「
三
原
高
原
の

風　

今
に
生
き
る
深
山
の
暮
ら

し
」を
開
催
し
ま
し
た
。同
区
で
は
、

深
山
の
営
み（
味
覚
・
工
芸
）が
受

け
継
が
れ
て
お
り
、
そ
の
紹
介
や

体
験
で
、
多
く
の
区
民
ら
が
交
流

し
、
つ
な
が
り
を
深
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ロ
ク
ロ
細
工（
盆
や

花
瓶
な
ど
の
木
製
品
）や
ワ
タ
タ

（
ま
た
た
び
細
工
な
ど
）の
作
品
を

展
示
し
、
つ
る
細
工
づ
く
り
を
体

験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昔
の
ご
ち

そ
う
を「
サ
バ
缶
じ
ゃ
ぶ
ラ
ン
チ
」

と
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
地
区
は
、
他
に
土
居
区

（
日
高
地
域
）と
祥
雲
寺
区（
豊
岡

地
域
）が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
モ
デ
ル
事
業
を
通
し

て
、
一
人
一
人
を
尊
重
し
て
、
共

に
支
え
合
う
社
会
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

11
月
2
〜
4
日
ま
で
、
長
野
県

上
田
市
か
ら
、
市
長
の
母も

袋た
い

創
一

さ
ん
と
市
議
会
議
長
の
尾お

島じ
ま　

勝

さ
ん
ら
約
20
人
が
来
訪
し
ま
し
た
。

　

3
日
に
開
催
さ
れ
た「
出
石
お

城
ま
つ
り
」で
は
、
毎
年
好
評
を

博
し
て
い
る
上
田
市
特
産「
リ
ン

ゴ
」の
無
料
配
布
や
物
産
展
で
、

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

母
袋
市
長
ら
は
出
石
明
治
館
や

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
、
玄

武
洞
公
園
な
ど
を
見
学
さ
れ
、
豊

岡
へ
の
理
解
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

上
田
市
と
は
、1
7
0
6
年
の

出
石
藩
主
と
上
田
藩
主
と
の
お
国

替
え
を
縁
に
、
旧
出
石
町
が
昭
和

54
年
に
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
し

て
か
ら
、
長
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
9
月
に
は
、
平
成
23
年
5

月
に
本
市
で
巣
立
っ
た
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
上
田
市
に
舞
い
降
り
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
ご
縁
が
あ
る
上
田

市
と
本
市
。
今
後
も
、
素
敵
な
交

流
が
続
き
、
絆
が
さ
ら
に
深
ま
っ

〜
姉
妹
都
市
上
田
市
と
の
交
流
〜

出
石
お
城
ま
つ
り
に
上
田
市
長
、同
市
議
会
議
長
ら
が
来
訪

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
〜

三
世
代
交
流
事
業「
三
原
高
原
の
風　

今
に
生
き
る
深み

山や
ま

の
暮
ら
し
」を
開
催

園
遊
会
顛
末
記

73

▲つる細工の体験。講師は三原区民の茨
木光男さん

▲上田市に飛来したコウノトリの写真を披露
する母袋市長（右）と中貝市長

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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長
年
作
り
継
が
れ
て
い
た
野
菜（
在
来
種
）を
、
古
来
の

栽
培
方
法
で
大
事
に
作
り
育
て
て
い
る
元
気
な
男
性
を
紹

介
し
ま
す
。

中な
か

村む
ら

富と
み

蔵ぞ
う

さ
ん（
76
歳
）出
石
町
口
小
野

時
代
に
合
っ
た
品
種
改
良
も
良
い
が

古
来
の
財
産
を
後
世
に
残
し
た
い
！在来種･小野芋を大切に育てたい昨年の収穫の様子

村
さ
ん
で
す
が
、
淡
々
と
小
野
芋

の
栽
培
を
続
け
て
い
た
た
め
か
、

気
に
も
留
め
ま
せ
ん
。

　

小
野
芋
の
調
理
方
法
を
聞
く
と
、

「
試
行
錯
誤
し
て
い
る
が
、
味
を

知
る
に
は
シ
ン
プ
ル
に
。
薄
味
で

炊
く
と
よ
く
分
か
る
」と
の
答
え
。

　

農
作
物
も
外
国
産
の
も
の
が
多

い
昨
今
、「
幸
い
、
在
来
種
･
小
野

芋
に
は
応
援
隊
が
あ
る
。
こ
の
品

種
を
絶
や
す
こ
と
な
く
後
世
に
残

せ
れ
ば
」と
願
う
中
村
さ
ん
。
同

時
に
、
他
の
在
来
種
も
大
切
に
保

存
さ
れ
た
い
、
と
の
思
い
も
。

小
野
地
区
を
健
康
長
寿
の
郷
に
！

　

農
業
を
続
け
る
一
方
、
小
野
地

区
で「
健
康
長
寿
の
郷
づ
く
り
」を

考
え
て
い
る
中
村
さ
ん
。

　

老
若
男
女
関
係
な
く
、
地
域
全

員
で「
さ
び
な
い
体
」を
作
ろ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　
「
年
を
重
ね
て
も
元
気
で
長
生

き
、
こ
れ
が
一
番
」と
苦
笑
い
。

　
「
体
を
動
か
し
、
頭
を
使
い
、

し
ゃ
べ
っ
て
笑
う
、
そ
う
す
る
こ

と
で
体
の
免
疫
力
を
高
め
、
医
者

に
か
か
る
こ
と
な
く
、
健
康
で
あ

っ
て
ほ
し
い
」と
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
日
々
一
生
懸
命
！
」〜
年
を
感

じ
さ
せ
な
い
中
村
さ
ん
の
元
気
の

秘ひ

訣け
つ

で
す
。

小野芋の株（親イモ･子イモ･孫イモ一体）

栽
培
し
て
い
た
」と
の
思
い
し
か

な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
中
村
さ
ん
が「
小
野
芋
を

将
来
に
残
そ
う
」と
強
く
思
う
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
在
来
種
に
関

す
る
研
修
会
に
参
加
し
た
と
き
。

そ
こ
で
、
県
内
の
在
来
種
の
保
存

活
動
を
し
て
い
る
方
に「
こ
の
品

種
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
、
栽
培
面

積
を
広
げ
て
は
」と
助
言
さ
れ
ま

し
た
。
当
時
は
、「
と
て
も
一
人
で

は
…
」と
、
消
極
的
な
中
村
さ
ん

で
し
た
が
、
偶
然
、
そ
の
研
修
で

知
り
合
っ
た
方
の
協
力
で
、
応
援

隊
な
る
協
力
体
制
が
で
き
、
栽
培

面
積
を
増
や
せ
た
と
言
い
ま
す

（
今
は
20
ア
ー
ル
ほ
ど
）。

苦
労
は
つ
い
て
回
る
も
の
！

　

小
野
芋
栽
培
で
の
苦
労
は
、「
イ

モ
が
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。
ま
た
、
株（
親
･
子
･

孫
の
ひ
と
か
た
ま
り
）を
保
存
し

て
、
種
用
の
孫
イ
モ
を
取
る
の
も

気
を
使
う
」と
の
こ
と
。

　

孫
イ
モ
は
、
イ
モ
が
病
気
に
な

り
に
く
い
と
い
う
理
由
で
、
春
の

種
植
え
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

小
野
芋
の
収
穫
は
時
期
的
に
遅

く
、
11
月
中
旬
か
ら
下
旬
で
す
。

　
「
こ
の
時
期
に
収
穫
し
て
市
場

に
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
他
の
品
種

と
同
様
に
扱
わ
れ
る
」と
言
う
中

　

出
石
地
域
の
小
野
地
区
で
、
農

業
を
営
む
一
環
で
、
貴
重
な
在
来

種「
小お

野の

芋い
も

」を
守
り
育
て
て
い
る

の
は
、
中
村
富
蔵
さ
ん
。

　

中
村
さ
ん
が
育
て
る「
小
野
芋
」

と
は
、
小
野
地
区
で
古
く
か
ら
作

り
継
が
れ
て
い
る
サ
ト
イ
モ
の
在

来
種
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

古
来
の
品
種
の
危
機

　

す
で
に
、
江
戸
時
代
に
は
小
野

地
区
で
栽
培
さ
れ
て
い
た「
小
野

芋
」は
、
品
質
が
良
く
、
お
い
し

い
と
の
評
判
で
、
京
都
の
料
亭
な

ど
に
出
荷
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
戦
争
の
影

響
で
作
り
手
が
減
少
し
、
戦
後
は

自
家
消
費
用
の
イ
モ
と
し
て
栽
培

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
も
、
他
の
品
種
を
栽
培

す
る
家
が
出
て
き
た
り
と
、
生
粋

の
小
野
芋
の
存
在
が
危
う
く
な
り

ま
し
た
。
今
で
は
、
同
地
区
で
、

在
来
種
の
小
野
芋
を
栽
培
す
る

家
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

地
域
の
在
来
種「
小
野
芋
」を
守
る
！

　

中
村
さ
ん
は「
小
野
芋
は
希
少

な
品
種
、
と
気
付
か
さ
れ
た
の
は

5
年
ほ
ど
前
」と
話
し
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
、「
代
々
引
き
継
が

れ
た
品
種
を
、
農
薬
や
化
学
肥
料

の
な
か
っ
た
昔
な
が
ら
の
手
法
で

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
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｢

つ
な
が
り
あ
そ
び･

う
た｣

を
広
め
た
い

は
っ
ぴ
ー
ふ
れ
ん
ず
☆
た
ん
と
う（
但
東
）

　

但
東
地
域
で
活
動
し
て
い
る
、

つ
な
が
り
･
レ
ク
サ
ー
ク
ル「
は

っ
ぴ
ー
ふ
れ
ん
ず
☆
た
ん
と
う
」。

　

平
成
14
年
に
設
立
さ
れ
た
こ
の

サ
ー
ク
ル
は
、
生
涯
学
習
の
一
環

と
し
て
、
主
に
但
東
地
域
の
乳
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象

に
、「
つ
な
が
り
あ
そ
び

･
う
た
」を
中
心
に
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

は
、
特
に
固
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
サ
ー
ク
ル
活
動

を
す
る
と
き
に
、
声
掛
け

で
参
加
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

と
の
考
え
で
す
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
の
ね
ら

い
は
3
点
、
①
自
分
自
身

が
生
き
生
き
と
家
庭
で
、

職
場
で
活
躍
で
き
る
よ
う

一
緒
に
歌
い
踊
り
、
心
や

身
体
を
豊
か
に
育
も
う
②

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

輪
を
広
げ
、
心
の
豊
か
さ
や
命
の

大
切
さ
を
伝
え
よ
う
③
つ
な
が
り

あ
そ
び
･
う
た
の
温
も
り
や
喜
び

･
楽
し
さ
を
通
し
て
、
子
育
て
や

人
育
て
、
仲
間
づ
く
り
を
支
援
し

よ
う
│
。

　

東
京
都
の「
つ
な
が
り
あ
そ
び・

う
た
研
究
所
」の
考
え
を
基
に
し

た
も
の
で
、
同
所
長
の
二
本
松
は

じ
め
さ
ん
を
迎
え
て
開
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
参
加
者
が
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
内
の「
に

こ
に
こ
つ
な
が
り
あ
そ

び
の
会
」リ
ー
ダ
ー
の

野の

世せ

英
子
さ
ん
は「
こ

の
思
い
が
皆
さ
ん
に
伝

わ
れ
ば
」と
話
し
ま
す
。

　

平
成
16
年
９
月
に
は
、

二
本
松
さ
ん
の
書
き
下

ろ
し
曲「
あ
な
た
と
生

き
る
ま
ち
〜
ふ
る
さ
と

但
東
〜
」が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
歌
詞
に
は
但

東
の
名
所
や
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
た
ち
の
声

な
ど
が
織
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ク

ル
で
は
、「
但
東
の
歌
」と
し
て
知

っ
て
も
ら
う
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
か
ら
か
、「
あ
な
た
と
生
き

る
ま
ち
〜
ふ
る
さ
と
但
東
〜
」が

聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
か
。

▲親子で歌の練習。ギターを奏でるのは小学生！

　

10
月
20
日
か
ら
24
日
ま
で
、
但
東
町
出
合
の
公

民
館
で
、
4
年
生
以
上
の
小
学
生
25
人
が
、
集
団

生
活
を
し
な
が
ら
学
校
に
通
う「
但
東
っ
子
通
学

合
宿
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
食
事
は
、
全
員
が
食
べ
終
わ
る
ま
で
席
を
立

た
な
い
」、「
け
ん
か
は
両
成
敗
で
、
お
互
い
を
理

解
し
仲
直
り
す
る
ま
で
対
座
す
る
」な
ど
、「
礼
に

始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」生
活
で
、
規
律
や
助
け

合
い
の
精
神
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
入
浴
は
周

辺
の
民
家
に「
も
ら
い
湯
」を
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
方
た
ち
と
交
流
し
、
絆
を
深
め
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
が
な
く
て
も
、
み
ん
な
で
工

夫
し
楽
し
ん
だ
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
5
日
間
で
し
た
。

　

11
月
2
日
、
中
竹
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
中
竹
野

地
区
公
民
館
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学

生
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
50
人
が
参
加
し
、
交
流
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成

す
る
方
も
い
て
、「
や
っ
た
ー
」と
い
う
声
と
周
り

か
ら
の「
お
お
ー
」と
い
う
歓
声
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

全
体
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
山
村
柚ゆ

う

人と

く
ん（
竹
野
中
3
年
）は

「
打
つ
の
が
難
し
く
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
な
か

な
か
と
れ
な
い
け
ど
、
楽
し
い
」と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

「
但
東
っ
子
通
学
合
宿
」

こ
ど
も
は
地
域
の
宝
物
！　

地
域
で
育
て
、地
域
で
見
守
る「

三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

健
康
増
進
と
三
世
代
交
流
を
目
的
に

▲スタッフの助けを借りながら後片付けに励みます

▲青空の下、楽しく交流
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
56

　
〜
健
康
食
品
の
悪
質
な
送
り
つ
け
商
法
に
注
意
〜

　
「
以
前
、
申
込
み
を
い
た
だ
い

た
健
康
食
品
を
今
か
ら
送
り
ま

す
」な
ど
と
突
然
電
話
が
あ
り
、

「
申
し
込
ん
だ
覚
え
が
な
い
」と
断

っ
た
の
に
、
強
引
に
健
康
食
品
を

送
り
つ
け
ら
れ
る
、
と
い
う
相
談

が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
代
金
引
換
で
送

ら
れ
て
く
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
現
金
書
留
封

筒
を
同
封
し
て
送
り
つ
け
ら
れ
、

代
金
を
郵
送
す
る
よ
う
に
迫
る
ケ

ー
ス
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
食
品
の
送
り
つ
け
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
事
例

　
「
注
文

を
受
け
た

健
康
食
品

を
送
る
」

と
電
話
が

か
か
っ
て

き
た
。
注

文
し
た
覚
え
は
な
か
っ
た
の
で

断
る
と「
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
な
い
。

１
カ
月
分
は
買
い
取
っ
て
も
ら

う
。
申
込
時
の
や
り
取
り
を
録
音

し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
な

▽
商
品
が
届
い
た
ら
…

①
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
方

的
に
送
り
つ
け
ら
れ
た
場
合
は
、

商
品
の
受
け
取
り
を
拒
否
し
、

絶
対
に
お
金
を
支
払
わ
な
い
で

だ
さ
い
。

②
電
話
で
勧
誘
さ
れ
承
諾
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
き
ま
す
。

▽
脅
さ
れ
る
な
ど
、
恐
怖
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
警
察
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
方
の
ほ
と
ん

ど
が
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
が

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
、
家
族
や
周
囲
の
方
も
注

意
し
、
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
困
っ
た
な
、
お
か
し
い
な
と
思

っ
た
ら
、「
豊
岡
市
く
ら
し
の
相

談
室
」に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ら
、
裁
判
に
か
け
る
。
裁
判
に
な

る
と
36
万
円
を
支
払
う
必
要
が
あ

る
が
い
い
の
か
」と
言
わ
れ
た
た

め
、
仕
方
な
く
承
諾
し
た
。

　

商
品
は
送
料
着
払
い
で
届
い
た

の
で
、
送
料
約
千
円
を
支
払
い
、

商
品
を
受
け
取
っ
た
。
箱
の
中
に

は
現
金
書
留
の
封
筒
が
一
緒
に
入

っ
て
い
た
。
封
筒
に
は
送
り
先
、

私
の
名
前
、
金
額
な
ど
が
既
に
記

入
さ
れ
て
お
り
、
商
品
代
金
は
約

4
万
円
だ
っ
た
。

　

商
品
代
金
を
支
払
わ
な
い
で
い

る
と
、
数
日
後
、
業
者
か
ら
電
話

が
か
か
り「
年
金
が
入
っ
た
ら
す

ぐ
に
商
品
代
金
を
支
払
え
」と
言

わ
れ
た
。
ま
た
、
昨
日
は「
れ
ん

ら
く
く
だ

さ
い
」と

書
か
れ
た

電
報
も
届

い
た
。
心

配
で
夜
も
眠
れ
な
い
。（

60
代
女
性
）

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

▽
申
し
込
ん
だ
覚
え
が
無
く
、
購

入
す
る
つ
も
り
も
な
け
れ
ば
、

き
っ
ぱ
り
断
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1

　

市
で
は
、
環
境
行
動
の
成
果
が
形
と
な
っ
て
表
れ
、
実
感
で
き
る

仕
組
み「
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
抽
選
会
や
賞

品
な
ど
の
情
報
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課
☎
23

－

4
4
8
0

み
ん
な
で
取
り
組
も
う

　
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
⑮

《
企
業
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て

 

省
エ
ネ
改
修
》

　

市
内
事
業
者
が
環
境
に
良
い
行

動
を
し
た
場
合
、「
企
業
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

企
業
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
、
1
ポ

イ
ン
ト
を
1
円
に
換
算
し
、
事
務

所
や
工
場
の
省
エ
ネ
改
修
や
創
エ

ネ
改
修
を
し
た
場
合
に
、「
エ
コ
バ

レ
ー
協
力
金
」と
し
て
、
事
業
者

に
還
元
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、82
の
事
業
者
が
登
録
し
て

お
り
、こ
れ
ま
で
に
約
4
7
0
万
ポ

イ
ン
ト
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
長
谷
川
電
機（
出
石

町
川
原
）で
は
、住
宅
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
施
工
し
、そ
の
ポ

イ
ン
ト
で
事
務
所
の
照
明
を
蛍
光

灯
か
ら
L
E
D
に
替
え
ま
し
た
。

　

代
表
取
締
役
の
長
谷
川　

進
さ

ん
は「
L
E
D
に
す
る
こ
と
で
、

消
費
電
力
が
1
6
0
ワ
ッ
ト
か
ら

94
ワ
ッ
ト
と
小
さ
く
な
り
、
4
年

で
投
資
を
回
収
で
き
ま
す
。ま
た
、

10
年
間
取
替
え
不
要
で
、
虫
も
つ

き
に
く
い
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
市
内
の
多
く

の
事
業
所
や
家
庭
で
L
E
D
へ
の

交
換
が
進
む
と
、
省
エ
ネ
化
に
な

り
環
境
に
優
し
い
ま
ち
に
な
り
ま

す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

《
第
4
回
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

抽
選
会
を
開
催
!
》

　

11
月
4
日
、じ
ば
さ
ん
但
馬
で
、

第
4
回
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
抽
選

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
9
0
7
人

の
方
が
大
き
な
ガ
ラ
ガ
ラ
を
回
し

て
、
地
元
事
業
者
の
提
供
賞
品
な

ど
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

次
回
の
抽
選
会
は
3
月
23
日
の

予
定
で
す
。
皆
さ
ん
、
頑
張
っ
て

ポ
イ
ン
ト
を
集
め
ま
し
ょ
う
!

▲LEDで電気代が半額に‼
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い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
な
れ
ん
く

ん
☆
こ
れ
か
ら
も
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲

良
く
ね
！
大
好
き
♡

（
父 

裕
紀
・
母 

梨
沙
、塩
津
町
）

川﨑蓮
れ

夢
ん

ちゃん
（平成23年5月22日生）

　
珠
里
、い
つ
も
か
わ
い
く
て
元
気

い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
♡

大
大
大
好
き
だ
よ
！
　
　
　

(

父 

啓
仁
・
母 

早
紀
、妙
楽
寺)

小西珠
しゅ

里
り

ちゃん
（平成23年10月29日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で２歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

▽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
日
高（
日

高
町
祢に

ょ
う布

）

更
生
保
護
事
業
功
労
者
表
彰

■
法
務
大
臣
表
彰

▽
嶋
﨑
宏
之（
気
比
）

■
全
国
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

▽
神
尾
し
ず
子（
駄
坂
）

■
近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委

員
長
表
彰

▽
今
井
隆
男（
一
日
市
）

▽
楠　

道
也（
寿
町
）

■
近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

▽
蘆あ

し

田だ

和
美（
出
石
町
谷
山
）

▽
神か

み

谷や

清
子（
出
石
町
奥
小
野
）

第
13
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
10
月
12
〜
14
日
、東
京
都
世
田
谷
区
）

■
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技　
2
位

▽
坂
井
正
明（
野
上
）

「
数
学・理
科
甲
子
園
ジ
ュ
ニ
ア

２
０
１
３
」３
位

（
10
月
19
日
、
西
宮
市
）

▽
日
高
東
中
学
校（
安
東
洋
佑
・

2
年
、
木
下
知
奈
美
・
2
年
、

田
中
亮
至
・
2
年
）

兵
庫
県
自
治
賞

■
女
性
活
動
関
係
功
労

▽
谷
口
英え

い

子こ（
竹
野
町
林
）

▽
友
田
千
鶴
子（
日
高
町
江
原
）

▽
日
村
サ
チ
子（
九
日
市
上
町
）

▽
矢
島
榮し

げ

子こ（
三
坂
町
）

兵
庫
県
知
事
表
彰（
消
防
功
労
）

■
功
労
章

▽
鞍
留
眞
司（
新
堂
）

▽
杉
垣
明
彦（
竹
野
町
和
田
）

▽
中
嶋
勝
己（
出
石
町
町
分
）

▽
和
田
和か

ず

人と（
圡
渕
）

■
永
年
勤
続
功
労
章

▽
岡
本　

献け
ん（

日
高
町
宵
田
）

▽
川
崎
弘
幸（
日
高
町
十
戸
）

▽
岸
田
政
則（
城
崎
町
湯
島
）

▽
中
島
政
信（
出
石
町
日
野
辺
）

▽
西
村
隆た

か

司し（
出
石
町
嶋
）

▽
橋
本
靖
彦（
目
坂
）

▽
籏
谷
篤と

く

男お（
出
石
町
荒
木
）

▽
前
田
匡た

だ

博ひ
ろ（

竹
野
町
草
飼
）

▽
宮
川
享た

か

利と
し（

日
高
町
知
見
）

▽
門も

ん

田た

徳と
く

次じ（
竹
野
町
坊
岡
）

▽
山
科
亘の

ぶ

司じ（
出
石
町
宮
内
）

平
成
25
年
度「
と
も
し
び
の
賞
」

▽
豊
岡
み
ど
り
の
会（
城
崎
町
湯
島
）

消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行

65
周
年
記
念
に
係
る
知
事
表
彰

▽
た
じ
ま
医
療
生
活
協
同
組
合（
今
森
）

第
57
回
日
本
学
生
科
学
賞　

兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル

■
県
教
育
長
賞

▽
井
﨑
里
美（
出
石
中
2
年
）

■
神
戸
商
工
会
議
所
会
頭
賞

▽
松
本
か
な
で（
出
石
中
2
年
）

豊
岡
市
消
防
本
部

消
防
長
感
謝
状
贈
呈

▽
岸
本
拓た

く

士し（
出
石
町
日
野
辺
）

　

8
月
15
日
、
竹
野
町
竹
野
浜
で
、

溺
水
者
を
発
見
し
、救
助
し
ま
し
た
。

▽
株
式
会
社
池
口（
元
町
）

▽
株
式
会
社
徳
網
建
設（
出
石
町

中
村
）

　

9
月
19
日
、
元
町
で
発
生
し
た

建
物
火
災
で
、
両
社
の
従
業
員
が
、

早
期
発
見
・
初
期
消
火
を
実
施
し
、

建
物
へ
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
ま
し
た
。

▽
西
垣
ゆ
か
り（
城
崎
町
湯
島
）

▽
西
垣
浩
子（
城
崎
町
湯
島
）

▽
西
垣
一
馬（
城
崎
町
湯
島
）

▽
中
田
雅
彦（
城
崎
町
湯
島
）

▽
中
田
真
紀（
城
崎
町
湯
島
）

　

9
月
25
日
、
城
崎
町
湯
島
で
発

生
し
た
建
物
火
災
で
、
早
期
発

見
・
通
報
・
初
期
消
火
を
実
施
し
、

建
物
へ
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
ま
し
た
。

叙じ
ょ

勲く
ん

■
旭き
ょ
く

日じ
つ

双
光
章

▽
井
﨑　

昭（
中
央
町
）

■
瑞ず
い

宝ほ
う

双
光
章

▽
木き

内な
い　

董た
だ
し（

日
高
町
祢
布
）

▽
日ひ

生う

下け

愼
一（
城
崎
町
湯
島
）

▽
山
根
昌
勝（
竹
野
町
下
塚
）

■
瑞
宝
単
光
章

▽
福
岡　

力（
日
高
町
猪
子
垣
）

▽
福
田　

隆（
但
東
町
中
山
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

■
瑞
宝
双
光
章

▽
仲な

か

住す
み

信
幸（
田
結
）

■
瑞
宝
単
光
章

▽
宅
見　

潔（
下
陰
）

褒ほ
う

章し
ょ
う

■
褒
状（
緑り
ょ
く

綬じ
ゅ

褒
章
）

▽
梅
の
実
会（
出
石
町
本
町
）

平
成
25
年
度
地
域
文
化
功
労
者 

文
部
科
学
大
臣
表
彰

▽
法
花
寺
万
歳
保
存
会（
法
花
寺
）

平
成
25
年
度
文
部
科
学
大
臣

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
表
彰

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

広報とよおか　2013.11.2517
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毎
月
第
2
水
曜
日
は

　
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　
　
第
15
回
は
12
月
11
日（
水
）

10
月
の
結
果

・
参
加
事
業
者
数

：

13
団
体

・
個
人
参
加
の
市
民

：

2
人

・
参
加
総
数

：

1
4
8
人

・
二
酸
化
炭
素（
C
O
2

）の
削
減

量

：

約
3
4
3
キ
ロ
グ
ラ
ム

・
マ
イ
カ
ー
を
自
粛
し
た
距
離

：

1
4
8
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
豊

岡

－

東
京
間
1
往
復
の
距
離
）

※
C
O
2

排
出
削
減
効
果
は
、〔
燃

料
節
減
量（
リ
ッ
ト
ル
）×
ガ

ソ
リ
ン
C
O
2

排
出
係
数（
1

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
、
2
・
32
キ

ロ
グ
ラ
ム

－

C
O
2

）と
仮
定

※
燃
料
節
減
量
は
、
前
提
条
件
を

ガ
ソ
リ
ン
1
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
仮
定

※
自
粛
し
た
距
離
は
1
人
10
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
仮
定

◆
第
3
期「
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
」を
実
施
中
で
す（
10
月
〜

平
成
26
年
3
月
）。
事
業
所
の

方
も
個
人
の
方
も
、
ぜ
ひ
、
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
企
業
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
、
市
民
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
の
対
象
で
す
。

《
登
録
・
報
告
・
問
合
せ
》
都
市

整
備
課
交
通
政
策
係

　
☎
23

1
7
1
2

平
成
25
年
度「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

審
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

市
で
は
、
み
ん
な
で
エ
コ
に

取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
優

れ
た
育
成
事
例
を
募
集
す
る

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

育
成
状
況
や
工

夫
点
を
審
査
し
た

結
果
、
次
の
と
お

り
最
優
秀
賞
作
品

な
ど
を
決
定
し
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
環
境
経
済
課

　

☎
23

－

4
4
8
0

家族みんなで協力して作ったゴー
ヤの成長やグリーンカーテン越し
のやさしい日差しを楽しみました。
毎日のゴーヤジュースで元気に夏
を過ごせました。

毎日大切に育てたかいがあって、
イメージ通りのカーテンができまし
た。表側に朝顔、裏側にゴーヤ
を植えました。今年採れた朝顔の
種が欲しい方は差し上げます。

　
実
施
概
要

▽
募
集
期
間

　
7
月
10
日
〜
9
月

18
日

▽
対
象

　
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置

し
て
い
る
市
民
・
事
業
者
な
ど

▽
応
募
数

　
70
点（
個
人
の
部
48

点
・
団
体
の
部
22
点
）

▽
審
査
会

　
10
月
2
日

▽
審
査
員

　
専
門
家
・
市
職
員
5

人

　
審
査
結
果

【
個
人
の
部
】（
敬
称
略
）

▽
最
優
秀
賞

　
大
江
美
歩
子（
日

高
町
石
井
）

▽
優
秀
賞

　
篠
原
玉
代（
出
石
町

長
砂
）

▽
優
秀
賞

　
神
矢
典
幸（
正
法
寺
）

▽
努
力
賞

　
谷
口
直
人（
下
鶴
井
）

▽
努
力
賞

　
岩
本
紀
美
子（
気
比
）

▽
努
力
賞

　
河
本

　
寛（
日
高
町

上
郷
）

【
団
体
の
部
】（
敬
称
略
）

▽
最
優
秀
賞

　
株
式
会
社
山
寅
組

豊
岡
支
店（
寿
町
）

▽
優
秀
賞

　
寺
坂
地
区
公
民
館

（
出
石
町
寺
坂
）

▽
優
秀
賞

　
日
高
地
区
公
民
館

（
日
高
町
国
分
寺
）

▽
努
力
賞

　
喫
茶
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン

テ
ン（
下
宮
）

▽
努
力
賞

　
ヤ
マ
ヤ
ス
建
設
株
式

会
社（
上
陰
）

▽
努
力
賞

　
岡
崎
牧
場（
出
石
町

口
小
野
）

●
大
江
さ
ん
の
作
品

●
株
式
会
社
山
寅
組
豊
岡
支
店
さ

ん
の
作
品
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●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000

期
　
間

「
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」

12
月
１
日（
日
）〜
10
日（
火
）

　

年
末
は
、
気
ぜ
わ
し
さ
や
、
忘

年
会
な
ど
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な

る
こ
と
に
加
え
、
冬
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
入
り
、
市
外
か
ら
の
観
光

客
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
交
通
事

故
が
多
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
こ
と

に
十
分
注
意

し
て
、
事
故

防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

○
車
を
運
転
す
る
方

・
高
齢
者
や
子
ど
も
を
見
か
け
た

ら
、
速
度
を
落
と
し
て
動
き
に

注
意
す
る
な
ど
、
思
い
や
り
と

ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

・
夕
暮
れ
時
は
早
め
の
前
照
灯
の

点
灯
を
心
掛
け
、
全
て
の
座
席

で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

・
交
差
点
で
は
減
速
、
徐
行
、
ま

た
は
一
時
停
止
し
て
安
全
確
認

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
歩
行
者

・
道
路
を
横
断
す

る
と
き
は
、
し

っ
か
り
左
右
の

安
全
確
認
を
し

て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、
明

る
い
服
装
と
反
射
材
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
を
利
用
す
る
方

・
自
転
車
も
車
両
で
す
。
自
転
車

安
全
利
用
五
則
を
守
り
、
自
転

車
乗
用
中
の
事
故
防
止
と
、
自

転
車
利
用
時
の
危
険
・
迷
惑
行

為
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

※
自
転
車
安
全
利
用
五
則

▽
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外

▽
車
道
は
左
側
を
通
行

▽
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

寄
り
を
徐
行

▽
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進

の
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
・
安
全
確
認

▽
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

■
飲
酒
運
転
撲
滅
!

　
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」

　

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
と
は
、「
自

動
車
で

飲
食
店

に
行
く

場
合
、

酒
を
飲

ま
ず
に

仲
間
な
ど
を
自
宅
へ
送
り
届
け
る

人
」を
い
い
ま
す
。
飲
酒
を
す
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
を
決
め
、
飲
酒
運
転
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
環
境
課
生
活
係

　

☎
21

9
0
0
1

催
　
し

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
は
ー
と
ピ
ー
」第
２
回
イ
ベ
ン
ト

「
仮
面
舞
踏
会
」

日
12
月
20
日（
金
）午
後
7
時
〜
9

時
所
H

ホ

テ

ル

O
T
E
L 

Kコ
ー
シ
ョ
ー

O
S
H
O（
日

高
町
土
居
）

対
は
ー
と
ピ
ー
登
録
者（
20
歳
〜

40
歳
の
独
身
男
女
）

内
仮
面
を
つ
け
た
、
普
段
で
は
味

わ
え
な
い
異
空
間
で
の
パ
ー
テ

ィ
ー

料
男
性
4
5
0
0
円
、女
性
3
千
円

定
男
女
各
20
人

申
期
11
月
25
日（
月
）〜
12
月
6
日

（
金
）

他・
軽
食
・
ド
リ
ン
ク（
ア
ル
コ
ー

ル
含
む
）を
用
意

・
仮
面
は
主
催
者
が
用
意

・
少
し
お
し
ゃ
れ
を
し
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
課
☎
43

1
3
3
3

　
ホhttp://w

w
w
.heart-p.com

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　
申申込み先　問問合せ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順
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新
庁
舎
竣
工
記
念
イ
ベ
ン
ト

豊
岡
市
国
際
交
流
協
会　

ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー

日
12
月
14
日（
土
）午
後
6
時
〜
8

時
30
分

所
豊
岡
稽
古
堂
1
階
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

内
バ
ン
ド
演
奏
も

あ
る
音
楽
あ
ふ

れ
る
パー
テ
ィ
ー

定
1
5
0
人

料
無
料

※
た
だ
し
一
品　

持
ち
寄
り

申
問
豊
岡
市
国
際
交
流
協
会

　

☎
24

5
9
3
1

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
図
書
館
本
館

○
と
し
ょ
か
ん
映
画
会

日
12
月
7
日（
土
）午
後
1
時
〜
5

時（
予
定
）

内「
沈
ま
ぬ
太
陽
」（
山
崎
豊
子
）

○
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

日
12
月
14
日（
土
）午
後
2
時
〜
3

時
30
分

内
日
本
の
昔
話
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

共
通
事
項

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

問
図
書
館
本
館
☎
23

6
1
5
1

■
図
書
館
竹
野
分
館

○
冬
休
み
お
た
の
し
み
会

日
12
月
26
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
所
竹
野
地
区
公
民
館　

多
目
的
ホ

ー
ル（
竹
野
町
竹
野
）

内
人
形
劇
・
お
話
な
ど

問
図
書
館
竹
野
分
館

　

☎
21

9
0
7
8

■
図
書
館
但
東
分
館

○
ク
リ
ス
マ
ス
お
た
の
し
み
会

日
12
月
21
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

内
所

・
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

（
午
前
10
時
〜
・
但
東
市
民
セ

ン
タ
ー
1
階
ロ
ビ
ー
）

・
ア
ニ
メ
映
画
上
映
会「
ピ
ー
タ

ー
パ
ン
」（
午
後
1
時
〜
・
但
東

子
育
て
セ
ン
タ
ー
）

・
切
り
紙
Aア

ー
ト

r
t（
午
後
1
時
〜
・

但
東
子
育
て
セ
ン

タ
ー
・
中
学
生
以

上
）

問
図
書
館
但
東
分
館

　

☎
21

9
0
3
6

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
新
作
能『
田た

道じ

間ま

守も
り

』

日
平
成
26
年
3
月
1
日（
土
）午
後

1
時
30
分
開
演（
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
レ
ク
チ
ャ
ー
開
催
）

料
S
席
7
千
円
、A
席
5
千
円

　
（
当
日
5
0
0
円
増
、全
席
指
定
）

他・
チ
ケ
ッ
ト　

プ
ラ
ザ
メ
イ
ツ

　

先
行
発
売
11
月
24
日
〜
、
一
般

発
売
12
月
1
日
〜

・
一
時
保
育
あ
り（
1
歳
半
〜
就

学
前
の
幼
児
）〔
希
望
の
方
は
、2

月
19
日（
水
）ま
で
に
申
込
み
〕

■
第
10
回『
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト
』

日
12
月
21
日（
土
）午
後
7
時
〜

（
午
後
6
時
30
分
開
場
）

出
演
パ
ッ
ク
マ
ン
ズ
&
ぽ
ん
ず
+

α
、
フ
リ
ー
サ
ウ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
ほ
か

料
一
般（
ペ
ア
）8
0
0
円
、（
シ
ン
グ

ル
）5
0
0
円（
当
日
2
0
0
円
増
）、

高
校
生
以
下
無
料（
全
席
自
由
）

※
ペ
ア
券
は
前
売
り
の
み

他
一
時
保
育
あ
り（
1
歳
半
〜
就

学
前
の
幼
児
）〔
希
望
の
方
は
、12

月
11
日（
水
）ま
で
に
申
込
み
〕

共
通
事
項

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
豊

岡
市
民
プ
ラ
ザ
、

市
民
会
館
、
ひ
ぼ

こ
ホ
ー
ル
、
市
立

図
書
館
本
館
・
但

東
分
館
、
城
崎
・
竹
野
・
日
高

地
区
公
民
館
で
購
入
で
き
ま
す
。

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ（
大
手
町
）

問
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

　

☎
24

3
0
0
0

■
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

プ
レ
事
業

　
「
平
田
オ
リ
ザ
ま
ち
か
ど

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」（
全
4
回
）

日
所

○
第
3
回

・
12
月
17
日（
火
）午
後
8
時
45
分

〜
・
西
村
屋
ホ
テ
ル
招
月
庭　

ロ
ビ
ー（
城
崎
町
湯
島
）

○
第
4
回

・
12
月
18
日（
水
）午
後
8
時
45
分

〜
・
極
楽
寺　

本
堂（
城
崎
町

湯
島
）

内
プ
ロ
俳
優
に
よ
る
、
文
豪
作
品

演　目 出　演

①新作能『田道間守』　
　作：京都観世流能楽師
　　  田茂井廣道

観世喜正、林　宗一郎、
田
た

茂
も

井
い

廣道、神美小学
校の子どもたちほか

②仕舞『高砂』ほか 河村晴久ほか

③狂言『鬼瓦』 大蔵流狂言師 茂山正邦

④半能『石
しゃっ

橋
きょう

』 味
み

方
かた

　團
まどか

・河村晴道
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の
朗
読
公
演

上
演
作
品
未
定

演
出
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん

出
演
劇
団「
青
年
団
」　

兵
藤
公
美

さ
ん

問
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

　

☎
24

3
0
0
0

フ
ェ
ス
タ
は
ば
た
け

フ
ォ
ー
ス

４
th

日
12
月
15
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
4
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

内・
上
映
会「
ち
づ
る
」（
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
2
時
〜
3

時
30
分
）、
和
太
鼓
演
奏　

は

ば
た
け
鼓こ

こ
ろ心（

午
後
1
時
〜
）…

ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ

・
ア
ー
ト
展
、
カ

フ
ェ
、
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
…
交

流
サ
ロ
ン

・
お
茶
席
、
人
形

劇
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ハ
ー
モ
ニ

カ
演
奏
…
市
民
活
動
室

料（
上
映
会
の
み
）大
人
千
円
、小
・

中
学
生
、
高
校
生
5
0
0
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
豊
岡
市
民
プ
ラ

ザ
、
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

各
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売

問
N
P
O
法
人
豊
岡
市
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
☎
24

3
6
6
0

県
民
ま
ち
づ
く
リ
・

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
３

　

〜
環
境
と
共
生
す
る

ま
ち
づ
く
リ
・
デ
ザ
イ
ン
〜

日
12
月
7
日（
土
）午
後
5
時
〜
7

時
所
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館（
祥
雲
寺
）

内
　

豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新

た
な
関
わ
り
方
を
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
る
。

・
神
戸
大
学
の
学
生
に
よ
る
環
境

ま
ち
づ
く
り
の
提
案

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ま
ち
づ

く
り
」（
神
戸
大
学
教
授　

建
築

家　

遠
藤
秀
平
さ
ん
）　

ほ
か

定
80
人

問
兵
庫
県
都
市
政
策
課

　

☎
0
7
8
3
6
2
4
3
2
4

決
算
説
明
会

日
12
月
3
日（
火
）午
後
2
時
〜
4

時
所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

6
階　

豊
岡

商
工
会
議
所
会
議
室（
大
磯
町
）

内
白
色
申
告
者
に
係
る
記
帳
義
務

拡
大
の
概
要
、
青
色
申
告
決
算

書
・
収
支
内
訳
書
の
作
成
方
法

な
ど
を
説
明

※
個
別
の
申
告
相
談
は
行
わ
な
い

持
筆
記
用
具
、
電
卓
等
計
算
用
具

問
豊
岡
税
務
署
個
人
課
税
第
1
部

門
☎
22

2
1
4
4

募
　
集

も
の
づ
く
り
企
業
等
支
援
補

助
金
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

 

（
三
次
募
集
）

　

市
で
は
、
新
製
品
・
新
技
術
の

開
発
、
市
内
取
引
拡
大
、
販
路
開

拓
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
環
境

都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」実
現
の

た
め
、
環
境
経
済
認
定
事
業
は
、

補
助
率
を
高
く
し
て
い
ま
す
。

※
環
境
経
済
事
業
認
定
の
申
請
は
、

随
時
受
け
付
け

事
業
期
間
〜
平
成
26
年
3
月
31
日

（
月
）

対・
市
内
に
事
務
所
を
置
く
中
小
企

業
者（
個
人
を
含
む
）・
団
体
で
、

市
税
の
滞
納
者
、
暴
力
団
関
係

者
で
な
い
方

※
市
内
中
小
企
業
者
を
含
む
グ
ル

ー
プ
も
可

・
下
表
の
①
②
は
、
製
造
業
な
ど

（
当
該
分
野
に
進
出
し
よ
う
と

す
る
企
業
を
含
む
）

申
方
環
境
経
済
課
に
あ
る
申
請
書

類（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）に
記
入
の
上
、
持
参

審
査
方
法
提
出
書
類
、
聞
き
取
り

な
ど
で
審
査
し
、
平
成
26
年
1

月
上
旬
に
決
定

補
助
金
交
付
補
助
事
業
の
完
了
後

※
特
に
必
要
な
場
合
は
、
進
捗
状

況
に
応
じ
て
交
付
決
定
額
の
7

割
ま
で
概
算
払
い
可
能

申
期
11
月
25
日（
月
）〜
12
月
16
日

（
月
）

申
問
環
境
経
済
課

　

☎
23

4
4
8
0

対象事業 ①新製品・新技術
　等開発

②市内取引
　拡大 ③販路拡大

対象経費
調査研究費、設計・
加工費、設備リー
ス費など

設備導入費、
設計・加工費
など

展示会出展
経費

補 助 率 補助対象事業費の２分の１以内
環境経済認定事業は３分の２以内

補助金上限 300万円 100万円 30万円
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電
気
式
生
ご
み
処
理
機

 

購
入
費
の
補
助（
追
加
募
集
）

　

市
で
は
、

家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
生

ご
み
の
減
量

を
図
る
た
め
、

電
気
式
生
ご

み
処
理
機
の

購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

　

補
助
金
枠
に
残
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
追
加
募
集
し
ま
す
。

対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住
し

て
い
る

②
過
去
5
年
間
に
こ
の
補
助
を
受

け
て
い
な
い（
世
帯
単
位
）

③
継
続
し
て
利
用
見
込
み
が
あ
る

※
申
込
み
前
に
購
入
し
た
も
の
は

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
額
購
入
価
格（
消
費
税
を

含
む
）の
2
分
の
1（
上
限
3
万

円
）

申
方
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
連
絡

申
期
予
定
台
数
に
達
し
た
時
点
で

締
め
切
り

問
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

☎
23

5
3
0
4

　
Ｆ
23

0
9
1
5

カ
ラ
ダ
引
き
締
め
応
援
ひ
ろ
ば

　

冬
場
は
、
ど
う
し
て
も
運
動
不

足
に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
効
果
的
な
運
動
を

体
験
し
、
カ
ラ
ダ
を

引
き
締
め
ま
せ
ん
か
。

日
12
月
6
日（
金
）、
13
日（
金
）・

3
月
14
日（
金
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

※
1
日
だ
け
の
参
加
で
も
可

所
豊
岡
市
健
康
福
祉
施
設　

多
目

的
ホ
ー
ル

内・
筋
ト
レ
指
導　

熊
本
大
学
教
授

都
竹
茂
樹
さ
ん（
Dr.
ツ
ヅ
ク
）

・
歩あ

る

キ
ン
グ
指
導　

大
阪
産
業
大

学
准
教
授　

佐
藤
真
治
さ
ん

定
30
人
程
度

申
期
各
日
程
の
2
日
前

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

第
97
回　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う
」

日
12
月
16
日（
月
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時（
受
付
午
後
1
時
15
分

〜
）

所
豊
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー　

3
階　

調

理
室（
三
坂
町
）

対
3
歳
児
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と

保
護
者

内
ク
リ
ス
マ
ス
ケ

ー
キ
作
り

料
千
円

定
10
組

持
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
手
拭
き

タ
オ
ル

申
期
11
月
29
日（
金
）〜
12
月
10
日

（
火
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
問
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

　

☎
29

3
9
0
0

「
み
ん
な
が
ハ
ッ
ピ
ー
！

ク
リ
ス
マ
ス
会
」参
加
者
募
集

日
12
月
21
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
日
高
文
化
体
育
館（
日
高
町
祢

布
）

対
市
内
在
住
の
心
身
障
が
い
者　

（
児
）と
そ
の
保
護
者

内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
昼
食
交

流
会
な
ど

料
5
0
0
円

申
期
12
月
5
日（
木
）

申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
課
☎
43

1
3
3
3

　
Ｆ
42

6
3
0
0

第
７
回
新
春
フ
ァ
ミ
リ
ー

音
楽
祭
出
演
者
募
集
！

日
平
成
26
年
1
月
26
日（
日
）午
後

2
時　

開
演

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ

対
2
人
以
上
の
家
族（
親
戚
）

内
歌
・
楽
器
演
奏
ま
た
は
そ
れ
ら

の
組
み
合
わ
せ
で
1
家
族
1
〜

2
曲
程
度
の
発
表
を
予
定（
カ

ラ
オ
ケ
可
）

申
期
12
月
20
日（
金
）必
着

申
問
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

　

☎
24

3
0
0
0

「
市
民
会
館
食
堂
経
営
者
」募
集

対
市
内
在
住

ま
た
は
市

内
に
店
舗

を
有
し
、

市
民
会
館

で
食
堂
経
営
を
希
望
す
る
方

※
調
理
師
免
許
必
要

営
業
開
始
時
期
平
成
26
年
4
月
〜

所
市
民
会
館　

1
階（
立
野
町
）

使
用
料
食
堂
使
用
料
、
光
熱
水
費

実
費
負
担

申
問
市
民
会
館
☎
23

0
2
5
5

「

－

短
詩
型
文
学

－

た
じ
ま
作
品
集
」作
品
募
集

対
但
馬
地
域
在
住
の
方
ま
た
は
但

馬
の
短
詩
型
文
学
グ
ル
ー
プ
に

所
属
し
て
い
る
方

※
小
・
中
学
生
、
高
校
生
を
除
く
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内『

短
詩
型
文
学

た
じ
ま
作

品
集　

第
38
集
』に
掲
載
す
る

俳
句
・
冠
句
・
川
柳
・
短
歌（
平

成
25
年
中
の
作
品
）

応
募
点
数
1
人
10
首
ま
た
は
10
句

料
1
部
門
1
5
0
0
円（
作
品
集

の
送
料
含
む
）

発
行
平
成
26
年
3
月

申
方
所
定
の
用
紙
に
記
入
の
上
、

参
加
費
を
添
え
て
持
参
ま
た
は

郵
送

※
参
加
費
を
郵
送
す
る
場
合
は
、

定
額
小
為
替

申
期
12
月
27
日（
金
）必
着

他
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

申
問
但
馬
文
教
府「
た
じ
ま
作
品

集
」係（
〒
6
6
8

0
0
5
6
妙

楽
寺
41

1
）☎
22

4
4
0
7

鞄
職
人
学
校A

ア
ル
チ
ザ
ン
ス
ク
ー
ル

rtisanSchool

生
徒
募
集

対
か
ば
ん
づ
く
り
の
経
験
や
知
識

の
全
く
な
い
若
者

学
習
期
間
1
年
間

学
習
内
容
製
造
の
授
業
、
か
ば
ん
、

C
A
D
の
知

識
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な

ど
の
経
営
の

授
業
ほ
か

定
10
人

授
業
料
年
間
1
2
6
万
円

他
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ

申
問
豊
岡
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

☎
22

1
7
0
9

「
放
送
大
学
」

平
成
26
年
度
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大

学
は
、
テ

レ
ビ
・
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方

が
学
ん
で
い
ま
す
。

申
期
2
月
28
日（
金
）

他
問
い
合
わ
せ
に
よ
り
、
詳
し
い

資
料
を
送
付

申
問
放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
8
8
0
5
0
0
5
2

　
ホhttp://w

w
w
.ouj.ac.jp

講
習
・
講
座
・
教
室

も
の
づ
く
り
企
業
・
技
術
者
向
け

「
第
7
回
技
術
セ
ミ
ナ
ー
in
但
馬
」

　

も
の
づ
く
り
企
業
の

技
術
力
向
上
や
新
規
事

業
の
創
出
な
ど
に
役
立

つ
基
礎
技
術
の
解
説
や

新
し
い
技
術
シ
ー
ズ
を
紹
介
す
る

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
12
月
17
日（
火
）午
後
1
時
〜
4

時
30
分

所
県
立
但
馬
技
術
大
学
校（
九
日

市
上
町
）

内○
基
調
講
演「
成
形
性
に
優
れ
る

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
板
材
作
製

を
め
ざ
し
て
」

　

講
師　

県
立
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
教
授　

山
本
厚あ

つ

之し

さ
ん

○
技
術
シ
ー
ズ
紹
介

・「
エ
レ
ク
ト
ロ
ス
ピ
ニ
ン
グ（
電

界
紡
糸
）を
使
っ
た
無
機
材
料

の
繊
維
化
」

・「
3
D
プ
リ
ン
タ
に
つ
い
て
」

な
ど

申
期
12
月
6
日（
金
）

申
問
県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー　

技
術
支
援
室

　

☎
0
7
8
7
3
1
4
1
6
3

豊
岡
市
民
ス
キ
ー
教
室

日
平
成
26
年
1
月
4
日（
土
）

※
午
前
8
時
20
分
に
じ
ば
さ
ん
但

馬
前（
大
磯
町
）に
集
合

所
奥
神
鍋
ス
キ
ー
場（
日
高
町
山
田
）

料・
小
学
生
2
5
0
0
円

・
中
学
生
3
7
0
0
円

※
講
習
料
、
交
通
費
、
リ
フ
ト
券

代
を
含
む

・
高
校
生
・
大
人
1
5
0
0
円

※
講
習
料
、
交
通
費
を
含
む（
リ

フ
ト
券
代
が
別
途
必
要
）

定
30
人

申
ア
ク
テ
ィ（
船
町
）、全
但
ス
ポ
ー

ツ（
京
町
）、オ
カ
ダ
ス
ポ
ー
ツ

（
千
代
田
町
）、マ
ル
マ
ツ
ス
ポ
ー

ツ（
日
高
町
国
分
寺
）に
あ
る
申

込
用
紙
に
記
入
の
上
、
申
込
み

申
期
12
月
25
日（
水
）

申
傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入

問
豊
岡
ス
キ
ー
協
会　

今
井
康
人

さ
ん

　
☎
0
8
0
1
5
0
3
7
7
0
9

対象 内容

Ａ
コース

小中学生、高校生
（親子での参加も可）

ポール・ジャ
ンプを交えて
のレッスンＢ

コース

シニア、一般
（友達同士、グルー
プ、夫婦での参加
も可）

Ｃ
コース

ＳＡＪ級別レッス
ン受講希望者

ＳＡＪ級別の
レッスン
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コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
市
民
講
座

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

 
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

日
12
月
15
日（
日
）午
後
2
時
〜
4
時

所
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館　

学
習
室

（
祥
雲
寺
）

内
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト

料
2
5
0
0
円（
材
料
費
）

定
20
人

持
キ
ッ
チ
ン
ば
さ
み
ま
た
は
ペ
ン
チ

申
期
12
月
10
日（
火
）

申
問
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

　

☎
23

7
7
5
0

相
　
談

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
関
す
る

相
談
体
制

　

市
内
の
中
小
事
業
者
の
皆
さ
ん

が
消
費
税
率
引
き
上
げ
分
を
円

滑
・
適
正
に
転
嫁
で
き
る
よ
う
、

相
談
窓
口
の
設
置
や
、
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
、
専
門
家
に
よ
る
個
別
相

談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

価
格
転
嫁
拒
否（
減
額
、
買
い

叩
き
）な
ど
の
問
題
が
あ
る
場
合
、

業
種
別
組
合
等
に
よ
る
転
嫁
カ
ル

テ
ル
・
表
示
カ
ル
テ
ル
を
検
討
し

て
い
る
場
合
は
、
次
の
窓
口
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
豊
岡
商
工
会
議
所（
豊
岡
地
域
）

　
ホhttp://w

w
w
2.nkansai.

ne.jp/storkcci/

・
大
磯
町
1
79
☎
22
4
4
5
6

○
豊
岡
市
商
工
会（
豊
岡
地
域
以

外
）

　
ホhttp://ingnet.jp/

・
家
族
か
ら
の
相
談
も
可

・
個
人
の
秘
密
は
厳
守

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
法
律
相
談
会

日
12
月
21
日（
土
）午
後
1
時
〜
8

時　

※
予
約
制

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

室
A（
大
手
町
）

予
約
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬

支
部

　

☎
0
7
9
6
7
6
3
3
6
8

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言・相
続

無
料
相
談
会

日
12
月
21
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
6
2
6
5
6
9

試
　
験

平
成
25
年
度

 

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
平
成
26
年
2
月
9
日（
日
）

所
県
立
但
馬
技
術
大
学
校（
九
日

市
上
町
）

試
験
の
種
類
甲
種
、
乙
種
全
類
、

丙
種

願
書
配
布
場
所
消
防
本
部
、
各
分

署
、
出
張
所
、
お
よ
び
駐
在
所

申
方

・
郵
送
…
簡
易
書
留
郵
便
な
ど
の

送
達
確
認
が
可
能
な
方
法
で
財

団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
兵
庫
県
支
部

　
（
〒
6
5
0

0
0
1
1
神
戸

市
中
央
区
下
山
手
通
5

12

7
協
和
ビ
ル
5
階
）へ
郵
送

・
電
子
申
請
…
財
団
法
人
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
手
続
き

　

セ
ン
タ
ー
ホhttp://w

w
w
.

shoubo-shiken.or.jp

申
期

・
郵
送
…
12
月
11
日（
水
）〜
20
日

（
金
）

・
電
子
申
請
…
12
月
8
日（
日
）〜

17
日（
火
）

■
養
成
講
習
会

講
習
科
目
乙
種
第
4
類

日
平
成
26
年
1
月
17
日（
金
）午
前

10
時
〜
午
後
5
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

料
6
5
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代

4
千
円
別
途
必
要
）

問
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

こ
こ
ろ
の
相
談

日
12
月
19
日（
木
）午
後
1
時
〜
4

時
30
分

※
相
談
は
1
人
1
時
間
程
度

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設（
立
野
町
）

内
気
分
が
落
ち
込
み
元
気
が
で
な

い
、
対
人
関
係
に
悩
ん
で
い
る

な
ど
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
を
臨
床

心
理
士
や
保
健
師
に
相
談

※
事
前
申
込
み
必
要

他 支部 所在地 電話番号

城崎 城崎町今津290-36
（移転しました） 32-4411

竹野 竹野町竹野1582-1 47-1771

日高 日高町日置65-1 42-1251

出石 出石町内町104 52-2113

但東 但東町中山268-1 56-1178
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☎
24

8
0
3
6

そ
の
他

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン利

用
者
募
集

　

日
高
地
域
に
、
地
域
住
民
の
交

流
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
融

合
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

所
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＆
チ
ャ
レ

ン
ジ
サ
ロ
ン『
ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　

E

エ
ブ
リ
ィ

V
E
R
Y

』（
日
高
町

国
分
寺
）

利
用
内
容

○
貸
会
議
室

・
企
業
、
団
体
、
個
人
な
ど
へ
の

時
間
貸
し

・
各
種
教
室
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

・
展
示
即
売
会
や
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
な
ど

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

・
期
間
限
定
シ
ョ
ッ
プ
出
店
・
創

業
希
望
者
へ
場
所
や
機
会
の
提

供
、
委
託
販
売
な
ど

○
講
習
・
セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

・
委
託
事
業
…
行
政
・
地
区
・
団

体
な
ど
の
行
事
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど

・
主
催
事
業
…
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
、
芸
術
家
活

動
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
子
育

て
支
援
、
本
を
読
む
な
か
よ
し

会
な
ど

○
各
種
情
報
発
信

・
店
舗
、
企
業
の
各
種
情
報
、
行

政
、
地
域
な
ど
へ
の
イ
ベ
ン
ト

情
報

問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＆
チ
ャ
レ

ン
ジ
サ
ロ
ン『
ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ンEV

ERY

』

　

☎
42

3
0
4
2（
代
表
）

　

担
当　

澁し
ぶ

谷や

一
仁

　
☎
0
8
0
1
4
9
1
6
6
5
2

　
メk-shibuya@

ca-team
s.or.jp

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

場
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22

6
1
1
1

　
平
成
26
年
１
月
か
ら

記
帳・帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す
！

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、

事
業
所
得
、

不
動
産
所
得

ま
た
は
山
林

所
得
の
あ
る

方（
所
得
税

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申

告
の
必
要
が
な
い
方
を
含
む
）は
、

平
成
26
年
1
月
か
ら
記
帳
と
帳
簿

書
類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

※
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度

や
記
帳
の
内
容
の
詳
細
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

・
国
税
庁
ホhttp://w

w
w
.nta.
go.jp

問
豊
岡
税
務
署
個
人
課
税
第
1
部

門
☎
22

2
1
4
4

　
申
告
の
準
備
は
お
早
め
に

　

今
年
度
の
所
得
税
の
確
定
申

告
・
市
県
民
税
の
申
告
時
期
は
、

平
成
26
年
2
月
17
日
か
ら
3
月
17

日
ま
で
で
す
。

　

こ
の
期
間
、

市
で
は
本
庁
・

各
支
所
に
申
告

相
談
会
場
を
設

置
す
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
が
、

各
会
場
と
も
相
当
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
留
意
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
早
め
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
次
の
方
は
、
直
接
豊
岡
税
務
署

へ
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
土
地
、
建
物
ま
た
は
株
式
等
の

譲
渡
所
得
の
あ
る
方

②
青
色
申
告
の
方

③
繰
越
損
失
の
あ
る
方

④
雑
損
控
除
の
あ
る
方

⑤
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
あ

る
方
で
初
年
度
の
方

⑥
消
費
税
、
贈
与
税
の
申
告

※
①
か
ら
④
ま
で
に
該
当
す
る
方

で
、
確
定
申
告
書
提
出
不
要
な

場
合
は
除
く

○
次
の
書
類
を
あ
ら
か
じ
め
作
成

し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
事
業
所
得（
営
業
、
農
業
）不
動

産
所
得
の
収
支
内
訳
書

・
医
療
費
控
除
の
区
分
ご
と
の
集

計
表

　

各
会
場
と
も
、
受
付
時
間
を
設

定
し
て
い
ま
す
が
、
待
ち
時
間
が

長
く
な
る
の
を
避
け
る
た
め
受
付

人
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

e-T
ax

（
イ
ー
タ

ッ
ク
ス
）で
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
で

行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
を
お
使
い
の
方
は
、
ぜ
ひ
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
程
会
場
な
ど
の
詳
細
は
、
後

日
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問・
所
得
税
確
定
申
告
…
豊
岡
税
務

署
☎
22

2
1
0
1

・
市
県
民
税
申
告
…
税
務
課
市
民

税
係
☎
21

9
0
4
5

義
援
金
を
お
届
け
し
ま
し
た

　

市
と
豊
岡
市
区
長
連
合
会
で

募
っ
た
福
知
山
市
台
風
18
号
災

害
に
係
る
義
援
金
の
総
額
は
、

3
0
0
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、
11

月
18
日（
月
）に
福
知
山
市
役
所
へ

お
届
け
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支

援
・
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

問
総
務
課
行
政
係

　

☎
23

1
1
1
6

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

 
 

月日 担当医師・
住所

12
月

８日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

15日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）



～としょかん福袋～

マフラーの本
< 一 般 >

ダンボール織り機でつくる毛糸こもの
蔭山はるみ/著（アスペクト）

　かぎ針や棒針で編むより、実は簡
単で初心者にオススメなのが「手織
り」。手に入りやすい段ボールを使っ
て、冬のおしゃれなマフラーや小物
作りを紹介しています。

< じ ど う >
おはいんなさい　えりまきに
角野栄子／作・牧野鈴子/絵
（金の星社）

　りっちゃんは、とても長いえりまき
を編みました。寒い寒い日、りっちゃ
んは長いえりまきをぐるぐる巻いて、
目だけ出してお散歩にでかけると…。
　赤く長いえりまきに、どんどん人
が集まってくる、読むと心が温かく
なる絵本です。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

12月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

12月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 日
2 月
3 火（休館日）

4 水
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
10：30～ 竹野 にじっこ絵本（竹野子育てセンター）　乳 幼
10：30～ 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼
11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

5 木 11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼
6 金

7 土

10：10～ 本館 土曜としょかん（工作：もこもこツリー）　児

10：30～ 竹野 テーマであそぼ!｢イベントいっぱい！12月」
（工作：ミニ・クリスマスツリー）　幼 児

10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：ねんがじょうづくり）　幼 児
13：00～ 本館 としょかん映画会（「沈まぬ太陽」）　般
13：30～ 城崎 クリスマスおはなし会（工作：まつぼっくりツリー）　児

8 日
9 月
10 火（休館日）
11 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
12 木
13 金

14 土
10：30～ 城崎 おはなしランド（工作：ちくちくくつした）　幼 児
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
14：00～ 本館 大人のためのおはなし会　般
17：00～ 但東 ばんげのおはなし会　幼 児

15 日
16 月
17 火（休館日）
18 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

11：00～ おはなしのゆりかご　乳
19 木 10：30～ 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳
20 金

21 土
10：00～ 但東 クリスマスおたのしみ会　幼 児 般
10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

22 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児
23 月（休館日）
24 火（休館日）
25 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

13：30～ 日高 おたのしみ会わくわくランド　幼 児

26 木
10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼
10：30～ 出石 えほんのとびら　乳 幼
13：30～ 竹野 冬休みおたのしみ会　幼 児

27 金
28 土（休館日）
29 日（休館日）
30 月（休館日）
31 火（休館日）

　本館では、12月14日（土）から、ものがたり・絵本など、ジャンルごとに小・中学生に薦めたい本を５冊程度組み合わせ、「と
しょかん福袋」として貸し出します。職員が自信を持ってお薦めする本ばかりです。今回は大人向けも作ります。
　どんな本が入っているかは、借りてからのお楽しみ。ぜひ、利用してください。
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12月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

そとあそび広場　悪天候時は中止
日　時 ①５日（木）午前10時15分～②９日（月）午後１時30分～
場　所 しばっこ広場（アイティ７階）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外での遊び、子育て相談

日　時 ７日（土）、21日（土）、28日（土） 午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 ①ほっとたいむ ２日（月）、19日（木）午前11時～
②おやこふれあいたいむ 12日（木）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

絵本の読み聞かせの会

おたのしみ会｢わくわくランド｣

おたのしみ広場

おでかけ広場（三方）　於：三方地区公民館

みんなで大掃除

おでかけ広場　於：高橋地区公民館

クリスマスお楽しみ広場

なかよし広場

クリスマス会

おでかけ広場　於：管谷地区公民館

日　時 18日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、パネルシアター、ダンスなど

日　時 11日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 クリスマスおたのしみ会

日　時 10日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽しく大掃除しましょう（雑巾がけ）
持ち物 ぞうきん（古いタオルでも可）

日　時 19日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせの会

日　時 25日（水）午後１時30分～３時30分
対　象 乳幼児（保護者同伴）、小学生30人
内　容 クリスマスリースの制作、うた、ダンスなどおたのしみ会
参加費 100円（リース材料代） 申込期限 24日（火）

日　時 11日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、親子ふれあい遊び、タオルケーキを作ろう
持ち物 フェイスタオル２枚

日　時 13日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、人形劇（ままだっこ）、まつぼっくりでミニツリー作り

日　時 18日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
指　導 栄養士のミニ講話、子育て相談、親子遊び、交流　など

日　時 17日（火）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着35組
内　容 パネルシアターと音楽遊び、サンタさんもやってくるよ
参加費 子ども１人150円 申込開始 ６日（金）

日　時 14日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 音楽遊び、親子遊び　など

なかよし広場　於：豊岡市民プラザ　ほっとステージ

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ

日　時 25日（水）午前10時～11時30分
場　所 竹野子育てセンター１階
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽しく大掃除しましょう（ガラスふき、雑巾がけ）
持ち物 ぞうきん（古いタオルでも可）

日　時 17日（火）午前10時～12時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 デコレーションお寿司でメリークリスマス
持ち物 米１合、親子分の皿、箸、お茶
参加費 400円（食材、プレゼント）　１人増えるごとに200円
申込期限 ３日（火）～12日（木）

日　時 ５日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 いろいろクリスマス遊び（ダンス、うた、ゲーム　など）

日　時 16日（月）午後２時～３時
対　象 乳幼児と保護者（きょうだいの参加も可）
内　容 豊岡総合高等学校のお姉さんたちと遊ぶスペシャルデー　手遊び、リズム体操　など

日　時 19日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 栄養士のミニ講話、計測、親子遊び、交流、子育て相談

日　時 26日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせとわらべうた遊び

日　時 10日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 ３日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ３B体操で楽しい親子のふれあい

日　時 ４日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による読み聞かせ

みんなで大掃除

クリスマス会（サンタがやってくるよ）

おでかけ広場　於：城崎地区公民館（城崎支所３階）

たまごボーロスペシャルたいむ

なかよし広場

絵本の読み聞かせ

わいわいコーラス

親子で3B体操

にじっこ絵本

パネルシアター劇場

12月の子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ練習室

日　時 14日（土）第一部午前10時30分～11時30分　　　　第二部午後１時30分～２時30分
対　象 乳幼児と保護者（きょうだいの参加も可）各120人
内　容 パネルシアター、ブラックパネルシアター、リズム遊び
その他 整理券が必要（12月４日から配布）

日　時 18日（水）午後１時30分～３時30分 申込開始 ６日（金）
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容「両方あっていい!パパの子育て、ママの子育て」

日　時 18日（水）午前9時30分～11時30分
対　象 ３歳未満の乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

おはなし広場
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

出石文化会館 ひぼこホール（出石町水むな上がい）
☎52－6222 FAX 53－2131（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■第108回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいた
だくために、毎月１回程度ミニコンサ
ートを開催しています。
　今回は、ＦＭジャングル主催｢ハッピージャング
ルベル2013｣のイベント内で開催します。

■ザ・ビートルズ／クイーン／マイケ
ル・ジャクソン　1966カルテット

　1966カルテット（女
性グループ）が、洋楽の
名曲をクラシックで
贈るコンサートです。

■とよおか・シネマオアシスvol.12
　『アーサー・クリスマスの大冒険』
　世界中の子どもたちにクリスマ
スプレゼントを配るサンタ一家の
末っ子が、配送ミスでプレゼント
が届かない１人の子どものため、
旅に出るが…。

■水彩画教室・パステル
　画教室合同展
　美術館主催の水彩画教室およ
びパステル画教室受講生がのび
のびと描いた色彩豊かな作品展。

■『豊岡駅前小鳥店Ⅱ』
　関西の実力派劇団

「南河内万歳一座」の
座長 内藤裕

ひろ

敬
のり

さん
が、街の匂いと、空
を飛ぶコウノトリ、
ここに生きる人々に
インスピレーションを受けて、深い洞察と愛情を込
めて書き下ろした豊岡の物語パートⅡです。

　12月７日（土）
　　開演18：00
◇入場料　全席指定　Ａ席2,000円、Ｂ席1,500円、
　　　　　桟敷席（ペア）3,200円（当日券各500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　11月29日（金）までに申し込みください。
◇チケット　当館および各プレイガイドで購入可

　12月21日（土）
　　１回目10：30～、２回目14：00～
◇入場料　全席自由　一般1,000円
　　　　　中学生以下500円
※３歳未満児は入場できません。
◇一時保育　12月13日（金）までに申し込みください。
◇チケット　当館および各プレイガイドで購入可

　12月７日（土）～17日（火）
◇入場料　一般400円、高校･大学生200円、

65歳以上･身体障害者200円（証明書提
示）、中学生以下無料

《同時開催》
伊藤清永コレクション展～麗しき女性の微笑み～

　１月11日（土）　開演19：00

　　　12日（日）　開演14：00
　　於：ほっとステージ　

◇入場料　一般1,000円（当日200円増）、
　　　　　高校生以下無料

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

　12月23日（月・祝）　於：交流サロン
　近畿大学附属豊岡中学校琴部13：00～
　神戸木管五重奏団14：00～
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。　

音楽活動の発表の場として利用してください。

■サロンd
ド

eダンス
　但馬内外から公募で集まったダンスグループの
熱いパフォーマンスをお見逃しなく！

■第17回プラザ寄席｢ふれ愛亭｣“初笑い”
　おなじみの｢たんたん落語会｣
の皆さんのプラザ寄席です。新
年を笑いで祝いましょう。

　12月22日（日）　　開演17：00　於：交流サロン
◇入場料　無料

　１月５日（日）　開演14：00
　於：ほっとステージ　
◇入場料　全席自由
　　　　　一般500円、
　　　　　高校生以下300円（当日各200円増）
◇一時保育　12月27日（金）までに申し込みください。
◇チケット　当館および市民会館、市立図書館本館･但

東分館、城崎・竹野・日高地区公民館、ひぼこホー
ルで購入可

伊藤清永美術館 （出石町内町）
☎52－5456 FAX 53－2088（水曜日休館）
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平成25年11月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

12月の主な行事
DECEMBER

平成25年

16（月）たまごボーロスペシャルたいむ（14：00～ 子育て総合センター）

17（火）クリスマス会（10：00～12：30 竹野子育てセンター）
城崎国際アートセンタープレ事業　平田オ
リザまちかどリーディング

（20：45～ 西村屋ホテル招月庭）

18（水）なかよし広場（９：30～ 豊岡市民プラザ）城崎国際アートセンタープレ事業　平田オ
リザまちかどリーディング

（20：45～ 極楽寺）

19（木）なかよし広場（10：30～11：30 城崎子育てセンター）

20（金）
21（土）クリスマスおたのしみ会（10：00～ 但東市民センター）

とよおか・シネマオアシスvol.12
（10：30～、14：00～ 市民会館）

ミュージック ア・ラ・カルト
（19：00～ 豊岡市民プラザ）

22（日）ゆず湯（城崎温泉外湯）カバストマルシェ（10：00～16：00 宵田商店街）
サロンdeダンス（17：00～ 豊岡市民プラザ）

23（月）天皇誕生日第108回サロンコンサート
（13：00～ 豊岡市民プラザ）

24（火）かに王国・かにサンタのクリスマスイベント（10：30～ ＪＲ城崎温泉駅前）

25（水）おたのしみ会｢わくわくランド」（13：30～15：30 日高子育てセンター）
わらべうた＆製作
（10：30～11：30 出石子育てセンター）

26（木）冬休みおたのしみ会（13：30～ 竹野地区公民館）

27（金）
28（土）
29（日）
30（月）
31（火）

ひ
と
り
ご
と

1（日）年末警戒（市内全域、～31日）ひょうご子ども読書活動推進・但馬地区フ
ォーラム（13：00～ じばさん但馬）
パパと遊ぼうDAY！
（10：00～11：30 日高子育てセンター）

とよおか景観フォーラム2013
（13：30～ 出石永楽館）

2（月）
3（火）
4（水）
5（木）おでかけ広場（10：30～11：30 城崎地区公民館）

6（金）
7（土）としょかん映画会（13：00～ 図書館本館）市民ふれあいのつどいパート2

（13：00～15：30 市民会館）
クリスマスおはなし会（13：30～ 図書館城崎分館）
県民まちづくり・デザインフォーラム

（17：00～ コウノトリ文化館）

8（日）
9（月）
10（火）
11（水）豊岡ノーマイカーデー（市内全域）おでかけ広場（10：15～11：30 三方地区公民館）

おでかけ広場（10：30～11：30 高橋地区公民館）

12（木）
13（金）クリスマスお楽しみ広場（10：30～11：30 但東子育てセンター）

14（土）おでかけ広場（10：30～11：30 菅谷地区公民館）パパと遊ぼうデー
（10：30～11：30 竹野子育てセンター）

大人のためのおはなし会（14：00～ 図書館本館）
新庁舎竣工記念イベント豊岡市国際交流協会
クリスマスパーティー（18：00～ 豊岡稽古堂）

15（日）田んぼの学校（９：30～ コウノトリ文化館周辺）企画展「大切な方へのプレゼントアレンジメント」
（９：00～17：00 コウノトリ文化館、～１月13日）

▼
日
に
日
に
寒
さ
が
増
し
、
冬
に
近
づ

い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
今
年

は
、例
年
よ
り
カ
メ
ム
シ
を
多
く
見
掛

け
ま
す
。前
回
大
雪
に
な
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た
年
も
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う
で
し
た
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の
冬
も
大
雪
に
な
る
の

か
な
？
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ん
で
い
る
ア
パ
ー
ト
の
車
庫

周
辺
な
ど
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Ⓕ

合　計 男　性 女　性 世帯数
86,735人（－50人） 41,585人（－30人） 45,150人（－20人） 32,664世帯（＋19世帯）
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　平成17年４月１日、１市５町（豊岡市、城崎町、竹野町、日高町、出石町、但東町）が合併し、豊
岡市が誕生しました。
　新庁舎の完成に合わせ、合併までの各市町の歴史を振り返ってみましょう。

　《問合せ》出石支所☎52-3111

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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豊岡市－合併前市町の歴史　　　　　

大韓民国慶
きょん

州
じゅ

市と友好親善交流宣言に調印
　出石の歴史的背景として最も古くから語り継が
れているものの一つ、「天

あめのひぼこ

日槍伝説」。天日槍は朝鮮
半島から日本に渡来した人々が信仰した神様だと
考えられ、彼ら渡来人たちが但馬に製鉄をはじめ
大陸の先端技術を伝えたといわれています。言い
換えれば、日本で最初に記録された国際交流が天
日槍伝説です。天日槍を祭る出石神社は、日韓交
流のあけぼのの地であるといっても過言ではあり
ません。
　平成３年、町はこの伝説にちなみ、韓国の慶州
市と友好親善交流宣言を行いました。但馬開発の
祖・天日槍は今も人々の心に生き続けています。

新たなスタート　　
　出石町は歴史情緒漂う城下町の面影を色濃く残
す観光地として発展してきました。福祉施策の充
実、農地の基盤整備、学校教育施設・社会体育
施設の整備、文化会館・美術館の建設など素晴ら
しい町へと着実に歩んできました。しかし、将来の
財政計画の見直しや国県の指導も得ながら平成17年
１市４町と合併し、新「豊岡市」としてスタートしました。

年月 主な出来事

昭和32年９月 出石町・室植村・小坂村・神美村（一
部）が合併して出石町が誕生

昭和41年10月 松下電器産業株式会社と工場設置の調
印式が行われる

昭和43年11月 出石城隅櫓が完成
昭和52年９月 合併20周年記念式典が行われる
昭和54年11月 長野県上田市と姉妹都市連携調印式

昭和55年３月 出石焼が国の伝統的工芸品に指定され
る

昭和58年10月 齋藤隆夫記念館（静思堂）が完成
平成元年11月 町立伊藤美術館がオープン

平成３年11月 大韓民国慶州市と友好親善交流宣言に
調印

平成６年４月 文化会館「ひぼこホール」完成
平成６年７月 谷山川放水路完成
平成６年11月 出石城跡登城門・登城橋完成
平成７年３月 保健福祉センター完成

平成８年11月 山名氏城跡（此隅山・有子山）が国の史
跡に指定される

平成９年６月 小野川放水路通水
平成９年７月 国道426号出石バイパス全線開通
平成12年３月 室見台ほ場整備事業が完成

平成14年６月 平成６年６月に整備開始の福祉ゾーン
が整備完了

平成15年９月 出石川防災センターが完成
平成16年４月 出石城築城400年祭を開催
平成17年３月 出石温泉館乙女の湯オープン

旧出石町

　昭和32年９月１日、出石町・室
むろ
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（一部）の４町村が合併し、「出石町」が誕生しま
した。出石町は、山林が町域面積の約８割を占め、
耕地や市街地・集落を取り巻き、盆地を形成してい
ます。

　昭和30年代には、農林業などの第１次産業が中心
でしたが、第２次・第３次産業を中心に就業構造が
変化してきました。特に、第３次産業は、昭和40年
代と比較すると大きく伸びており、観光産業への期
待が高まっています。

小野川放水路通水式
　六方川水系の慢性的な内
水被害の軽減のために、10
年の歳月と約180億円を掛
けて、建設されました。

幹線道路網の整備
　国道426号の出石バイパ
スのうち、日野辺から福住
間（2.9km）が開通しました。
乙女橋、ほたる橋、出石ト
ンネルが新設されました。

「山名氏城跡」が国指定史跡に　
　宮内と袴

はか
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城跡と、城下町の
南に位置する有
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城跡を合わせた「山名氏城跡」
が国指定史跡となりました。
山名氏は室町幕府の最有力の
大名で、本拠地の但馬に築い
た２つの城跡はいずれも中世
の城郭の姿を伝える貴重な歴
史的遺産です。

出石から日本のステージへ

伊藤清永
絵に生き、画壇に偉大な
足跡を残す現代洋画の重鎮

▶

◀齋藤隆夫
　軍国主義に屈しなかった
　「憲政の神様」

【表紙写真】｢出石お城まつり｣が、11月３日、出石地域で開催され、35,000人の来場者でにぎわいました。子ども大名
行列では、子どもらが雨の中、真剣な表情で街中を練り歩く姿に見物客らが魅了されていました。


